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秋田県湯沢市山田地区は以前から縄文時代中期から後期!の造物が発見される地域として知られてい

縄文H免1坊の住居士i上らしい遺構が発見された。直ちに湯沢昭和48年度県営圃場整備事業実Jjffi'~ ，コカヘ
文化庁記念貴重な遺跡であることが判明し.緊急予備調査をしたところ，官教育委員会と協議の上，

6月14日から 6月29日までの16日間緊急発掘調査を実施したので国庫補助を得て，均課に連絡の上，

石器が発見され，耳栓，櫛や多くの完形土器，百貨Ii，土版，ある。その結果縄文晩期終末期の土偶，

この遺跡と LIけて品は今後の県内におけるこの砲の低湿地と縄文時代の終末期を研究する上に貴重な資

叫を提供するものと思われる。

今後とも遺跡の保存に記録{示存もできたわけであるが，今回は，幸いにも事前に発侃調査ヵ、てーき，

本報告刊がそういう意味で活用されることを期待したいものであついては慎重を期して参りたいし，

ー，
90 

湯沢市教育委員高校生の皆さん，調ヨ与をi1!当された名制査員，おわりに文化庁記念物課をはじめ，

発掘機械を提供された斎藤土色 作業を l↓l止して調査にご協力いただいた雄勝平野上地改良事務所，

i主の方々に深拡の謝;立を表する次第である。

H自手口49il三3月20日

本

秋出県教育委只会

山教育長
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第 tj院 本調査に至るま での経過

，1'1跡的和械と発見的契俺 - ，rit可'Ji!!f'f.およびその周辺l:1，Jjι的常に よると.地下水向型自Iニi岬m
ずる成主どを古むひどいilV也市で.偶にも主らない泊iA況の不毛地として長〈披置されてい心そうで.

それが岐絞めよヲに水IU (じ書Jtたのは甑 〈段i!i:のこ とfごそうて'ある.

ホElI(じされる前向周辺町J也"，1')11を見ると(泊l図 2) . 滋野をめぐ っ て蛇行する細流h<iU静内~tl苗首都で

耳'_<太〈なり . 2本に分岐したf量更にV.&:している.念ら〈そのためであろう遺跡北織飾円水悶は

坦(i1..沼沢枝の溢絶となq ていて.治下水のi書出で本浸しにな勺ている.

.7飾的低合抱告もにみる塞の神遺跡が30-40年ι前から上胞の人々に知品れ.好事家の盗縫にあ勺て

m当1?らされているにもかかわらず.本遺跡的みが識にも知ら九ることなし全〈内処女ilt勝として

今Hまで妓されていた二との理由は.ニの1時国遺跡が士守'iIt1)の(I1vii地遺跡であ司た二とによるもの

て・hろう.

それが遂に発見さtlるに:ポ今た拠機J;1.昭和48平成県':11i11崎健偏工事で新排水i轟予定時自主定めた的0

・- ，レドーザーで部分的なt世なlÌl.作業を行った~.会〈温然に品E吻包含稽が露出したことで. L~革論

Al;高禁問与市郎氏が筆-ll山下を現地へ案内して(hたニとによ 勺て初めて. 貴重な樋文晩期借末期

:，.art'であることが判明するに挙今た.

子情調査ー一昭和48年4月下旬から S月上旬に蓬る飛石造体を利用して.山下は通:t6日間干世間調

盃を行勺た.翁排水溝予定j也の前倒的比高の高い地点を選4で隠さ東西6m. 南北4m円買巨形トレン

ふを設定(allJ図3). Bトレンチと命名L.内線を2m平方の6区分に区分して発織を始的たが.包含

遺物的最が官、外に~<. .同告が浪々として惨句ないので.ニのトレム〆チの直〈・北側に層序検111のみを

!l O~ と し た続長む C トレンチを:u定{東西町長さ 6 m.制 O.5m)L. ;r14面的係集を無捜して侃リ下

'-!-'Ji縄Lt.ニ. その結栄町Cトレンチ雨雪量的膚l'i'lt.第 1層IjfJ!褐色町水悶祷土層で摩さは約25<11.

遁均，!全〈包含されている・か勺た.lI'i 2婿Ij赤褐色町喰!IIτ:'(1ヵ・ 6-陥圏内薄暑であ勺た.これは勝

二土曹中肉聖堂石が本節織作的f量停によ今てi:t撮したもので.水倒綿主帯内下底部に見らtlo一般的な地

層て品る.従ってこの地層中には鄭 I膚 {耕土層}中に含tれていた須恵器や土師器などのu史的代

温拘が.炭化米などと共lニ極 〈少量ではあるが昔まれていた.iiI 3扇1;1黒褐色丹上層部漉物包含層で.

H丹原書1:3O-5()cm，iftq命的包1i':fIJ1移しかっ た.第4曙liJ-;;tの水分を含む脅灰色制砂層で.I'y.き

C 1~-4()cm と 惇 i車内設が暫しく ， i!i aド部が持I二薄か勺た.そしてニの簿ぃ背灰色縦砂層的下にli茶間

企カ傾物性腐蝕土婦が品勺た.苔々はこれを絶山と考えてCトレンチの織 り下げを中止したが.織に

こIU:l地山ではをいことが判明した.8トレンチIi干想通リ上層都;a物包昔四百 {第 3屠}すら発会に

. リ尽すζとができないで調貨を終今てLまった.

唖然的大発見一一予備調説的駐中に予期しなかったハプニングが起った.もともと ζの予備調~J孟

鹿鳴t'!備工事 中町緊急調畿であ今たから.当然その地点的工事11一時中止させた択だが.工事的現場

市町呼有としては照辺工事がどんどんifl妙している中て二そーだけを取 1)残 して行 〈よとは技術的にb

F砲があったよ?で.工ijl般泊者はむ々が飛石連休で制貨を中止している問に， 吾々には鮒断'("俳水

禽を織り進的てしまった. 1ft しそれは臨時の祷水語障で.油l盆中的ト レンチを大き 〈迂幽してヨの字形

- )-



に婦られた(第 1~ 2.湖周4).調盆地点を道けたとい う意味で工事関係者の誠意IJ充分に備え る内

であるが.そIlでも遺跡が予想以上に大ttかったので.遺跡11完全に分断きれてしま うζ とになった

のである.

ところが宰か不事かその排水海側りにli. ，.ろ〈べ~大遺跡伺全体的断面が.鮮かに露出する こ と

となったのである.その情況{第 lfii13. 4.1.11図4)11遭物包含両面を含むi宜E事会体的層停が半弓怠

に盛ιで.知1・1にも‘文晩期的巨大住峰雄らしい録制を露呈していたのである.その鐙穴向舗は12m

中央最深筋肉i軍事111.10m.その地層州成は第 1層 (紛土層)と第2/jf(薄暗E層)Ijllfにブル ドーザ

ーによって和IJ ~取られていたカ九こJLらは恐ら〈時iJgeC ト レンチ側敗のそれと伺ιであ勺たこと と思

う.第3噂f卓然縄色土婦で，前i掃がn，< 中央の厚い半弓.fk(強火~~l を!i1.1..中央r.6Q).iH厚い所で

紙同.これがよ層榔遺物包含層である.J1 4 層 1%育灰色細砂明てlH厚い所{繍~東半分}で'40帥.

薄い婦 {側壁画宇分}はclか5帽の..婚であ勺た。ところがニの第4層的下郁には樹lI!'曽1校・脳幹

を多量に含L・事羽目色町腐蝕士.稽があ今τ.その厚さは中央よリ問、半部がやや!J<て25<・.東半部1;t2由

C則前後でi冒し かっJt疏も商半部よリ約150m低かった。ニうした新緋ホ端情箆同局序と.干f朝濁査時

のCトレンチ側明的そtlとi立金〈 阿山であ勺た. そして二の揖}.1婦.下層部のt品物位腐蝕汁.層的上面i

からむCトレンチ町同層上面と同憾に少なからず土器片が出土し.i!物包含層でj，る ニとが1lI1判明

した。のみならず舗揚水議事l袋内向場中からは枝本かと!'.える後10-15帽の木村の断曲1が8個iSlilIl
に.その島々円木材的関踊t主調~3 1ニ見る句<. A-B聞が 1m. B-C関カ喝.55m.C-0目1晶司0.6

m. D-E閉が 1m. E、F聞が O.9m. F-G附カ勺.55m. G-H閃が1.2mであ勺た.そ肉埋設

状態は一見直立1...かつ並列Lているか140思われたが。'1'1ニl;jf刷れているものもあ 1 また明らかに

世I紋状を呈する bのLあ勺 て.11

机物f貿空z腐書蝕土h樋d中lにニ包脅さt札Lる水川以外内h附両物住白然遭f拘骨にtは1. j多~ .耽t的 71ルレミ. トナ4な.ど町-虫d~柴駐重叙軍均庁0 

hつたが.それらはみな腐触したιのではな<.水分丹鼻、、地rt(てす尼炭化した縞物質地州駒であるこ

とは鳴らかであ今た.

以上第 3 府必よぴ~4 層下層錦町泥炭化II~物質織積層はすべて.大堤快隻穴を息わせる池山{矧砂

町=1iI)町半り状の絡みのItにのみ存在していて.その歯車幽からは公然はみ出している彬跡がむかった

そ 、ニ で営々は枇 I'.~曜の遁物包含暦 (第 3 ，w J の切れ目を.ìI'!跡的1t問辺において健認するニとができ

れば. 少〈とも t，ljlð~~呈火のアウト宇インだけはf巴援できるのではないかと考え.そItを小ピットを

f草る方法で追求して見た主ふ与.そ的結集は..図Sに見る旬さ南北にのびる長惰阿形て.目見舟形遺

構に餓似している-とカ仁大叫ん機察された.

以上が干術調眠時に判明したま詰問活跡AJ也点的縦i!tであるが.掴t品鐙備の俳水滴j臨時IJJ二.'jl的進行に

つれて. A地点周辺の同期i遺物包含地点む次々と f.1)明してn勺心.A 地点的東方約30川町1.)ー俳車両耳

1晴唯に. I協25ml草寺f.J50酬の泉渇色1 婦が現われ.その1削快やII~土中から完~土泌を含む多量的土~if

片・石穆制t共に.泥炭化木村なとも:¥11.した.二れが怨田B地点である.またそこから更に東方釣

30mの同一割草木鴻鯛犠にむ.煙没木材やタルミ 等を移l<山士する黒褐色土事が現hlLたh'. どうい

古いうものかそニからは人工遺物が金(:111ーしなかった.然しそ円排水滑から少し航れたJt方向水眠

中からは. ブルドーザーに般1)起こ さuた月日偏色土婦中から.[oIJ脈問向暁遺物と共に{革少ながら同比n
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土留片が出土している.ここが健闘C地l!である.思うに伺じような木村や箆集績を多量に含む.，u島

色土喝のある踊でふ人工jJ物の出る所と出ない務.言ぃ倹えればそこに人が住λど所と住まなか勺

七備が.あ勺たよう である.その他にも調査結泉に余リ剣待のかけられそう にない小規綴の遺物包含

泡が.同一排水織の1即~!itに 211M時十rA現われていた。

本側主tt~倒的決定一一議響曲"FI1tõ世間遺跡が意外に大さ む純文時棚氷低湿地遺跡111'であるニとに鴛

ろ} ニれを直ちに市救援および限教委に滋報.f，却後の対策宮崎議したがき害に図的情助金(，1時る よと

さできたので. 争中休暇を判111 1...長期大鋭慌の調査を行うーととした. と こみが地必の水回所~ì布団

恒:!.8月の暑中休寝向終るまで3カ月摘も回喝袋縫工事をスト ，プするニとに音Ilf:.今年中iニ工

事ヂ完7するζ とが覚複線<.議可皮肉春iII格備に支磁を"'...!恐れI..J，るので.発銀E司11:(:It!"とも

4 司中に終了するよう にしてもらいたい.との代表者向11'入れが品').陳情運動すら起しかねない情

努 ーなった. そ こで県お土ぴ謝~A町否。々 ι事情止むをf呼ざるを知リ. 期間を 16B倒的批少Il!lニ切リ

勺丹.縄 両i も地元的事~~型通 リ 6 月 中に斜7するこ とに続供H~出々行勺 た次第である. ( 1IJ l"~，品縦)

第2.発援調査と 日誌

1) 調 査の 構 成

A 調 査主体

・園風 秋岡県教育委員会.湯沢市教育委員会

B • .鋤 鯖

;;l!nl8.年6月148-298 (l611 f1~ ) 

lC 網 査地織

代悶県湯沢市'"'岡字鐙E11127lfrJ塩 および事の神

画 調査員

. ~!孟責任者 日本号盲学協会主4 山下係部t
二1e熔Z開花貝 保文化財専門~.li 続舎勝犬

e 続千尚等学他殺III H;明 事事

mω尚早Fザ:，史教Z府 途端 1，~泌

.克服助手として

イ〉渇沢高校 社会クラブ組問嶋本俊lJ. 3年目山手-11直ff.'1:(崎"r.別.t1'山hi体調l.蕊岡両氏.

P司鯵俊一.今野詠一.事長制IIT. 2年=お銘誕.高I!W (t. ，1・番険平 i骨111晶子. I IJ'-I!I本

賢一.小野寺博之. ~11t耳目i. 斎藤正得. ~玉沢削子. O!IIJ貴E千.高儲千鶴 f01..L18忠}

_1晶沢it商 社会7ラプ臥I1馳悶憲和. 3 if.-伊iiキヨ r.w"心 ・子.小野寺初代.瓜ilt養子.

蔚様雅子.f.主峰栄町r..，2平ー小両陛子.佐藤久笑子.小1111甲子.総務和 r.佐々木弘チ.lPii 
!):!奈子，小綿稲-('.小問娘一f'. 1年=今博r-.~Jf~自宅~. f州島問実.f主峰縛美. ~眠政見紀子.

手l 川~子.菊池{壷千， 山間帯. 務総久美干 (以 ト23 1'， ) 

シJ曽悶高校 3有:-fH事敏朗. 山中<f.i苦 i是正証白太郎. '" H ¥lil古.員iti事F世子.i*ifAi羊チ. 2年ー
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'jjl車tJ!茸.山ril較明. f世雌.ïE縛.告十j千舟イヘ t~(，眠i宇子.山間純干. 阿部峰子. 大行悦子.EZ

備と1，-(-. (，'Ji!高るみ干. 1年E 必隠す号rr.行間it.潟協案.乱11'P.<<織.鈴木tFJニ町1.高鴎洋子.

山~1It ('.佐藤糸子. f取繕i干氏餐UIひ">(.土谷息子.鈴木守リ千 {以上28名}

。陥手高校 3年=大Jti茂.悔111'it.大古車保('.佐々木時. 2.11:ー荒川君l. ftli悦子.東海 外

晴. ，偏f高』巨人.期.Jt.錯乱 jJ沢岳、 l咋ー 淀川氏m下.井上利光.大『晶孜一.鈴木光勇.鈴木

拐事. f主々木il~. 小!国JJ~ (以ト11名}

。発掘工'I~協力者

窓晶組 Jo'ia央太郎.命除術開

ヨ地正1晶111'1

藤原内心細勝"I'WI'サI龍i!Hミ'JI務所長k叫1$， !llfll小学校長吉間勝必.山剖公民館民大沼秀雄.

問主。J'大il1l:ifi・4
。湯沢市段育委員会

殺背後~RI阿1'$.教ずf認LHJI"英、祉会f'J.1f係長t毛沢養一.11会民育係主事古川!そ千努.同脊

EUi~9J 
O~j邑事務II!当

~)( 1日以f.(γt庁文化謀門IlIIJt失.'11谷雅U:!.rl本武i(i

なお地花的教育委li会関係fi・を勧め.山閉会IH官校大沼秀t章氏.山岡小学校長古関嶋碩氏ならびに

土地改良中務所長や議縁組よリ倹l~一般 1置物保符の渇所提供とその作業場の密室傑について多大な援

助.御協力をいただいたこ とは.外線復位的)~小争俊民脱原俊二氏lょ対してとと もい.ニニに犯して

l草〈謝意をのべる次第である.

(2)調査日誌

6月刊日同時鋒初日

AMI佃払鍋倉.μ;~JI五よひで文化諒問中谷. tt<ド両氏肉4名が?抽沢市役所に到着.市教育長および

土地改良J#務所長に1長銀l.1;')1011.930分現場活. 山下氏と合流L.テント i浪 リ及ぴ制王監に協力する人夫

一周と共にtrちイトせを完了.

PMII時に作業餓紘. グIJ''/トのal定と (4X4Ql8耐.車両A-N，南北 1-15C7l 3，36Onf)，を

の一郎ブルドーザ-1.:J: oJlrj:刊震を実施する榊.附はるs・3伝的川腕肉平緩測

量を平行して行止う。 PM 6 11~45分宿泊胞に鮒る.

なお.C J;よ!J' 5 グ リ ット")に l~í5C闘のベルトをI城L セ 7ンヲン作成町健を考慮す る.

6月15日制 古底的ら靖 21H1 

6-0， Eと8-0， F'Ql4"リマ トを地表 1・4骨・までlIi'J下げると同時に 6-Gも向レベルまで

下げる.J初計グリット 内に西市 を中心tニ半問状伺ずランが顕著.後711:黒色粘土Ii (~ 3 膚)に大潟

A式的合削減鉢形の副~Jtが続出する.

8-Dグリ γ トは障壁層のドがu色町砂層となり泌物Jl皆舞て・湯水が祖置しか勺た.(4調主的B.膚停て

具体的にi嘩べている}閑Fグリ ッ トの第3層からはI珂遂の6-Gと同憾に且式的破片が出土Lている，

S月16日出会丹ち靖 3日11
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.コ占的字牧水E署北側的2-D.E伺 2グ唱ットと 4-0.E. 5-Eの計Sグリ ット を縞査する.

r岳C:.現地表下z5a・で青色粘土よ繭が表わIl..それを時褐色主が構内4置に穿っておq.探締まで漸

次t唱。)j量的.九ヨL 打剥石斧が検出さ 11.る.

同グリ ット的中失跡 {水路|判)的土層中に灰白色町地4庫本J)リ.その下部が炭化物およびよ締峨片

議入土とむっ ている。貿にその下C!木H.織物憾の.rl笥な褐色土となる(2Ocmの厚さ).

~ -DC.i干備調査時的J也Ji.であり.箸干の焼乱があ今たが. 3 -.層からは土器破片が続出.

問Eグリットグ)4漕かιfj右剣.土備や 5-Eからは大満A式的台付浅鉢が発見される.5-EI!. 

3曹までの鋒土で終Tする.4 -Ef!北東部に青色粘土婦と暗縄色土層との境界が表h九る.

2-D. Eの延長とも思われるよめ我態C!明日に特糞する干定.勉訴事量投湯沢支局長楽勝.

6月17日{鴎 曇のち時 4日目

県南高校生 {湯沢~l:. i島ilt.j曹岡高)ぬ余名丹後助を得て.昨日の作業継続に終始する.紛たに 5

Fグリットの拡強と.予備制盛時的範闘を吉めた地織を中心に 7グリッ ト町排主を実織する.~U製

鉢.土1高絢昔日2).右a舗も台付r.t鉢を蛤のm物館干などが各 グリット から発見され品。兆円4-1::.

O.! 6肩上面までの鍵リ下げが終7.村質性的i量物はそのままにし.その位置縫認と細舗の災測を始

回 る 見学者多数.

‘月18日(}fJ略的ち雨 5日目

SB.新たに 6-Fグリット第3膚まで倍。進めた外.刷日よ・}向試掘範問内向締盗に重点をおい

τ常総uニ.本日 まで13:7"').， ト(2ωrn')を調>'1:.前者よリ小型銭.復元可能土緯片.5-0北京隅

よ')木製朱論的櫛. S-F 3 樋 1二ー下部より数多〈肉土器が~1t. しとが，特にS-Fグリ ットよ り出

d:，-た土絡め数点が.u'lllf:. .!量般にあった事実l.i.調査体制および遭跡保存対策に欠点があ。たニと

l:草ぬがれない.

直ちに市教育委員会に述絡 ( ~ED. 伊藤.板倉教育関係者}し. 4-1.量的対策を考慮する.

翼企範図的思わリに4証刺鉄鉱をはる作家が豪雨の中に進めら札.PM5跨に作業I立終T.
・月19日島崎 繭拘ち精 6日目

昨夜らい的集中的降偏によリ現喝11一部を除いて.冠水したが午前中.その排水じ全力をあげると

自民.ニ.午後よ 9新たに7-80グ1)， ~の 2 区画的誹土作業を寸る.ベル上コンベアーの利用によ 1)

陰里霊的な作業体制をとる.

~-80 グ リ ットの東IlIIJ111 2婦の赤尚色土が掛i次高まりをみせ.西部になるにしたがいj県色仙土

師?深ま 1). J <の土総 (1I樫1)が発見され.東降にある 7-H:7"リットの栂1[関係を;(lうため拡娠

する作業に切り換える.な必.黒色tbl<祷色土の境棋は.その土層平衝で明峨であ q.jt邸内6-

C. 5-F拘束都にその抵長舟吋l!1盟できる技態となる.8111lにわたる写真獲影.

-';'1量よ 1)高さ25mのゆが完成したため.現場の何回匝写真をと 1)終4.2司王足直E圏内向漆節納l'iに平11

Lて写真をとるニとを針画.

・月20日金持 雨 7日目

4-5Cの2グリ ットを刷費する.i立本のため作業I:-j品'退.fJJ:グリッ F第2層上回はリ41酬で

腎色仏土層があらわれ，置物はあ立 1)幸いが.その京都からは黒色枯土層とな.).ヵ・~'}町よ絡が均
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一性に欠〈状況で出土する。

東部に向って鍋底状となり遺物包含層は厚くなる。 4-5層よ り土版，土偶脚部，赤色塗りの小玉

が数点発見される。バケツにて材質遺物の保存のため排水作業の徹底を実施。

6月21日附 雨 8日H

約 350m'の範囲内で同レベルまでの調奇を実施する(グリッ ト数は本日まで21)。比較的，冠水され

ていない 3-D.E. 2-D. Eの4グリットと 4-Fグリッ トを調査。 3-D内には材質遺物がか

なり密集して検出されたが，いわゆる木村として人工的な加工部の有無は不明であった。

4-Fの大部分は，第 2層の赤褐色土であ り遺物は皆無。 6-G. 7-G. Fの第 3-4屑の精宜

によ って，黒色粘土中より.青色粘土を恭盤として土器が設置されてい るが如く見い出され，ある刊

の遺構?と確認されるに亙った。

同時に 4層の青色粘土上耐には，土版. 十j偽顔部が発見される。 5-E中央部より玄1J線石が出土す

るなど.かなり多くの遺物を収納。

6月22日制雨のち曇 9臼日

H下口の作業を続行。晴れ間をみて細部にわたる実江!IJを鍋倉，杉i自l両氏により.セクショ ン，木村的

所を括.Uでとり終える。 特に 3-D，E (水路にj!I按)内の付'l1造物は， 予備調脊H寺に水路断聞に

:U 1ーしたものより. lO-15cm紅.卜部に位置 していることは縫'夫であ った。

午後よ り湯沢市文化財保議委H6名米跡。

6月23日出 F1jのち晴 10 tf 11 

lIi， uと間保.集中(1リ問により作業は中断がちである。 .'3-Fの排土を強行し，第 2層を排士。

しかし悩水が顕苫であるため.午前中で作業は中止し，午後よリ j章一物の整理ならびに洗浄作業に切

リ換え.その%はどを終了する。

PM3時.現場て''';WJii:を開始し.( )主権材の lí止定と全体J也If~の ;WJ 是)その車内伐に終始する。

B.M(ベンチ・マーク)は真北よ り束に52・02・の方位:に設定。

6月24日(日)埜 11H 11 

高校生 (償手向¥湯沢北.場ift W:田高)および顧問の先生らの妓助があり ，付近の排 !-.や周辺遺

跡、の分布調査.その粕合iがー斉におこなわれると |斗時に，南東部の遺柄確芯に力がj主人された。その

結果，浅い鍋成状のセクションを成す。 t~桁円形のプランを成す区域内の底百1\に.政と l阿部が分離し

ている大別十j肉が発見された(深さ4Ocm， 7 -F点|判) 比ザ:有多数米間;し終始にぎわいを叫する。午

後よリ迫仙の ~II 央評1\ を走るベルトのIH恨のセク ンヨン ( 1'.層)同をとリ終え，そのプラ ンのための尖

iWJJ也点を設定し， 明日にそなえPM5時に終了。

6月25日(月) 哨 12日目

i1i怖の実illiJと.6-D. E. F. Gの写真.セクション同を完成する。北部の材質 (この中にはゴ:

~t，i. 丸玉. :1-.繰.櫛などのi宣物が流木の間に続々と杉tH1される )の輪郭を明確にする作業。

6月26日(火) R青 13日日

順序維認と，その実証IIJ図作成のため.中央部の束尚に妓していた叫50cmのベルト慌を監理。写真払i

影後ただちに土屑凶を垢でとり終える。 6-7GI山jグリット東側より 発見きれた 110x 65cm.深さ35
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mの土1ft内か ら土版2点の他.土~;i ijま苦1>.艇が砂. 粘土と炭化物包含土な どの充検土中に発見された
， ， ， . その作成目的が慕!Jtもしくは然品目遣桃かIま不明であゥた。

付近の白山神社I直上より 8ミリ 槻彩 と識変グリッ トの吉担分f草野。 ー1.骨量淡いとフルイ 作業により .車部

九な丸ミ証書fl.木片の検出を尖!iili。

6月27目偏 自青 14日開

現場よ り双方へ50m付近にあるB地t(の 8グリyトを絡.1't-tる一方.(5 P. Q. Rの 3グリ ント，

杓 130m')水路断商lにみる土!脅図の実測を終了する。新たに g-Gグリットを調査。 m3層上部よ り

宅金な土飯出土。 ま だ南京都ー・慌に者~ 31顧の然色t6寸・Cf)範闘が延長している点{ま， この遺跡の性絡を

，Uる千がか 1)にな るものと忠われたが句残1)少ないJ閉会:1洲町のため.一応打ち切 る現状と なる.

午後よリ 材質i立物一百干の位置と形状を平版illi):債で鍋h.l'主治l両氏カ、とり終え る。

6月28日附 自首 15白日

本円まで約 480m'を完織する。 水路付近の流水.木似などの "藍の材質遺物の写真僚彩とその細gf;

三割1]1活 (，l(c)の完成が午前中の仕事。

C-D聞にある南北中央ベル ト術の俳土作業をベル iコンベアーにてj革め. )童物収集を完全にする。

出i是3H守i二て本HのH・宣言を終了。

Idj 4 時よリ付近の公民館にて告書資したI;~d長の発表と . 協力 し て 〈 れた 人々の慾労がなされる。 終T

宅.:、。凶jjijの点倹 と ~~旦についやす。

6月29日縦 H書 16日目 {査を終 円}

事:1:1て'剥.1't念日 ri{ま終了するe 午前'1'.総合的な見J也から段終的な車10書1;倹討をする。

筏された 5-6グリソト 中央高1¥のベル|を排:1二する。AMt06与.ヲHI:I¥現場にて記者会見を行いILJ下

えが本遺跡の総合~，I.鮮を発言長。

燃の在Hと機材の守主fui.. 子J ト. へX'J、mや干l 刺~"織の除去などを‘ 川ネルII:iと機械lif(を~てJ守主

.かえし全臼fZを終γする。

午後 4 1時. 日じ念t踊彩をし金r~ lJt~主婦現場をi‘ る 。 な.t;(11 J 30 Rに遺跡砕.jIjのrr;jFiJrより 土砂を泌総 し.

fえt~ ，よ干~:l.:し悶k最終11情，ナト高告が開始さi.t . 事立問 jftj.司1'1)'1: 'i 1に足主役された二と を付記する。

また. 納長に協力してくれた高校生60t，によリ RH211よリ 5f:lllfl. iMi){ djlll閉小学校を '1'心!ニm
こし た土?~などの巡物洗浄彼 ii:;作業が:;Ii泌 さ れた こと に より ， 空港耳Eと持i符i昨作成にと司て3長大な誌が‘

そしてくれた 夜もつけ加える。(S481H2円4円 ー卵、IIIさきがけJ 夕刊にお絞生め奉仕により 仮定した

:'.*i:およそ 100点が湯沢中火公民館で}般公I切され. 注 目見学;t;・でにぎわいをみぜているニュースカ'

長i益された t (鍋倉勝夫〉

第 3章 遺跡の位置と現状

i皆勤Ji.秋悶ttrJ;湯沢市10間半1官邸 tアブ ミテ'ン )127 n干j世に存する(~! II図 J • ilill'2ll ， f';Bl呉民主主.

靖子盆J也の繭ま告に位置する !免;);J-1， k'量;詰iWJ(のrJljh'には惣森』主践が広がっておリ .重;，ニ呉:二..:Tti:'L:三

τ討t'、ている.このi主山の中にあ勺て烏i&jI]lがひ ときわ尚 くそ ぴλている均九

一 ，々 
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その白山のふもとの水凶中に営ま れた ものであるごJ'lDち、接して標高 289mの白山が見える。遺跡は，

標高約92mの沖積地である=白山の東方約 1kmの地点.湯沢駅の西方約 4.2km，

そこ かり流出遺跡、の西側及び南似IJは院内凝灰岩層から成る低I王陵地帯 (笹森ri:.陵 )にな っていて.

東igl;:::二と- 二*-団地帯また.(旧称作内川1)が遺跡の南方 600mの地点を北流している。する大戸川

宣跡のI也となっていて，繊手盆地を北に貫流する雄物川本流に向つてなだらかな!頃科をな Lて.・る:

現在のように理的たて られて水田 rこさ 1ーでのはご点は士三〈不毛の湿地と して放置きれていた二十一地で，

県'g大震問薗場笠備遺跡は今まで知られてお らす.く最近のことであったらし L、(羽IJ図2)。 従って，

計阿によって初めてその存在が明らかになったわけである。 遺跡付近には縦僚に 小'K~喜 三 n ~ っ てお

良好な低沼地遺跡、となっている。

E劫:の東ザE森丘陵に沿って縄文晩期の遺跡、が点在二 て.る周辺の標高 100m前後の;:q'f京地には，

南東東方約 2 . 2kmの地点には山田中学校 グラウン、 J霊 r'~'・シ.方約 130mのところには率の神遺跡、が，

笹森丘陵の横手盆地W>r':)芸事そえてみるit二、約 3kmのところには土沢遺跡、などカ、発見されている。

"111:ノ沢遺跡なとFの縄文fiij期 J}_ジ中主主〔遺跡か'はら1i:ヶ子ii立跡，と，北丙約 5kmの地点には小松遺跡，

寿永三年銘金制唐J;!.文註雪71LV.建

久七年に追納された栓筒をもっ松岡市王塚があり，北西約 600mのところには旧松岡金Uτ あるニ

れる。更に西方の白I1J中腹にある白山神社への途中の丘陵には，

対0;:
孟孟調第 4章

グリットの設定A 

新排水溝南側および予備部j交の層!守; を 見てみると 。~:; :i府県褐色粘土!弱か ら第 -+!討下層部の茶補色

刷物!街蝕二1.層にかけてが遺物包含層である (iWJL:<14)。特に抗 1府のうj'，{liする範囲 (;WJ I~J 5 )が遺跡の

クリッ トの南北軸には北か ら南に4 m X 4 mのグ i) ;;ドを磁北にあわせて設定した。範囲と 考えて，

グ 1) ;;ド名はその座標で呼~ミ西軸には丙から 束にかけてアルファベッ ト を附し、

I，;WJ図 3'

かけて算j有数'j"':を.

ぶことにした

東西に約16m，南北に約20mの範囲に分"，{llしている(第黒褐色粘土l討は -+Eクリソド を中.L、として.

南北約10mの範囲:こも分布して¥tに取のんi-+ ¥1クリ γi、を中心として東西約10m，7 ) カヘ1凶 6，

西側グ)地点を_:_j也J止の黒褐色枯ゴ一一層の聞には関連が見られす.いる。新排水講の断1(11をはてみると .

余力があれ.-¥ .t也点が対象となる が.今凶の調子tJLW:1HIJの地点をBJ也点 と11千ぶことに したてA 地点‘

.-¥.t也有7)黒色枯ゴ層範囲B 地点:土ぷ;J1'i'するまでに至っず.しかし.ば B.t也};まも部j売する ことに した。

を光州する にとどまった。

C トレン チは fDクリ'!j、と-+E グリッチ11m調1tの Bトレンチli5リグ リ ソドと 5Eク 1)ッ ド仁、

ふ、合:つ .本什の露間し ている新排水溝はjI句か ら束にかけて設置さ Lてi1:こ、トにお さまっている。

蒋 l( 1 手 、 ì~IJ

層

調査組問地域にイー字状にベル ト，;¥¥:(l!Jfj¥50cm)を残し た南北壁 (第 1阿 6，

(;WJs]:i) の位置はグリ ソドの 3の列と 4の列に大体おさまっ ている

序B 

水位 パ芸乃」じ壁

そのJ(fjJ芋をみる と. 地域;二'"て多少

7 :や.

(iWJロJ4 )および 8-D束壁にあらわれたこ!-.層 を資料 として，

- 8-



の違いはあれ，全体的には 7層に大別きれる (iHlJ図 5)。 以下，具体的に記述するが，遺跡発見の発端

となった新排水溝付近は，細分化した土層記述としているため，必らずしも一致していなL、
第 l層一一 耕作土層。厚さ10-2&:m。水田。

第2層 礁層。厚さ 6-15cm。耕土層中にあった礁 (5 -10cm前後)が，今日までの水田耕作に

よって沈澱したために完成された土層て¥本遺跡周辺一帯にみられる。 しかし圃場整備事業によるブ

ルドーザー排士によって，地域ではこの 2層がすでに表面に現われているところもある。

第3層一一一 3つに細分される。上から赤褐色土層 (若干小型祭含む)，褐色土層，黒色土層である。後

2つは粘土性分が多く遺物包含の中心的土層になっている。遺跡の東西では.赤褐色土層がそのまま

第7層の喫層と統き， 4 - 6層までの土層は，その中間に存在しなL、
j享きは20-40cmで地域によっては褐色土層より下部に位置している場合もある。縞色と黒色土層の

l手さは30-6Ocm前後て人工遺物が多量に発見される層である。若干，木炭も混入。

第4層一一これも 2つに細分化される。ひとつは青灰色の砂土層であり，他のひとつは腐植した木

質性遺物を含むいわゆる腐植土層である。 レベルはほぼ同じであるが，前者の厚きが5-35cmと厚薄

の差が著し く見分けにくいが， 2 -3 cmほどのバンド状で腐柄土層の上部を走っているため，この 2

屑を分離すべきであろうが，その一般的層序よりここ では第 4層に組み入れた。なお，この青灰色砂

土層は，多量の水分を含み，厚い部分には 2-4 cmの木炭層が 2-3本縦走している箇所よある。

j宜物は皆無。山下氏によれば中屋敷遺跡 (昭和47年調査，湯沢市山聞に所在，安行 I-II式に平行

する縄文後期遺跡)の遺物包含層下にもこの極の土層が厚 〈堆積しているとの報告がある。

後者の厚さはlO-30cm前後。樹紋状の木や葉の腐植した土層であ り，小玉，櫛，土版などカ、土器片

とともに検出されている。

第5層 砂際l語。!享さ 6cmとi等<，lOcm以内のこの層中には遺物はないが，時に植物性の実や殻

と流木が数点，発見されるのみである。

穿¥6層一一 青色砂土居。厚さ 6-7 cmで第5層とほぼ|司じ厚きを もち，南北に平行に伸びているが.

外側になるにつれ漸次上にあが り.第3，4層と ともに前述の赤褐色:十ー層に よってたち切られている。

また，第4層の粘土性に富む青灰色砂土層とは異な り，きめは組 <.若干の小礁を含んでいる。遺物

なし。

第7層一一眼層。純然、たる礁が含まれており，時々7- 8cmの大きさの礁であっ て，この遺跡、のい

りゆる地山である。前述した如し この 7層は，南北に広がる ー方しだいに上部にせ り上り ， 3 - 4 

習は完全に姿を消す。

以上が本遺跡、の上I~内容であるカ、 これより 東方30m地点の調脊区域でもほぼ、同様なる層序が確認さ

べたが，西方 130mの率グ)神遺跡は. 本遺跡に比べ 2m弱高所にあ リ (休耕同と畑)その土層 も若干

')異な りをみせている。即ち比高を異にする段落苦/1における層序でみた限リ では， 1層 (耕土層)， 2 

14(黒褐色土層， 遺物包含層 )，3層 (褐色砂際層)，4層 (1喋層)とな り， その厚きは10-15cm→ 18-

:-I)cm→ 5 cmで第 4届に入 り， 3層は凹凸の激しいバン ド状をなす。

来ノ神の{占置する北辺一併は， 狭い範囲であるが明らかに田地'肝の景観をなすもので，その継続は

二1立閥、lこまで仰延 している。
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(註 1) これと類似するのは大戸川源流で・多量に産出する化石 (貝)を含む砂岩であろう と山下氏

は考え ている。(軟質で細かな砂岩。水で分解しやすい )

(註 2) 山下孫継「鐙田遺跡A地点第 l次発掘調資報告弁J S48. 10. 

(註 3) 占米より 「矢の根石」がけ1る場所と して部落人 らに衆知の遺跡である=秋閉の遺跡地名表

ではiffi番号 180とあり，縄文H免!切の大綱B式を出土する造物包含I也となって.、るご

C 遺稿

本遺跡で・調査した 480m"r，その%以 kをしめる A地区における遣問について;4.号治的に言うな

らば縄文晩JtJJ終米英!Jの低混地j古川 と'JqJ断され，本県てーはその柿少価値が大き いi宣貯て あるとい うこと

に他ならなL、。

その内符は大休 3つに大別されるので以下共体的に記述する。

1 ! i 司 こ の遺跡が発見される発端iをなした|哩場控備事業において， 「 ゴ 」の7-.ij~.こさ ら 人 で排水路を

小心に現われた間~( ， 業の腐fIi'(二1:: 府(こ1"ドな う i宜怖である(はたして 「遺一柿」とい う れて :ニヘるか J土問題

である に J:!1l ち . 南北故大1111，\ で 8 . 60 m ， 米商品~J2 1m (北部付近はまだ伸延する I グド均月.+.;r可:二多くの

腐組制， ifi[イ、，的J3たなとの材質j立物が党見されたJ也践である。

前述した!留!炉内での文幸で明らかなように こJLらは現地表から約80-9Ocm下の抗4育てま二検出さ

れるものであるが '1':JlI.に横た わっ ているもの. 凶の矢I~IJの加〈 史に 5- 6 府に突きささ ， ，かも

-hーより のささ り}jを成さなL、:1¥1状況であっ た。 しかし， 5-C， 0グリ y 卜内の亨η，三木恨の

位置は，1i)J， 、た If~問、は見られない。 椛実に断言で きるこ とは‘これらの樹木川中 ，、 間 .こよ r て加工

されたいわゆる村 (ざし、)はま ったく見られなかった点であ り "'，初推定した佐木LL(よそ の他の

家jヂーに|期する川村という行えを白定するものであ っ たことと ー '1お ~I'U ーを詳細lに比分す J _.; ~~実力量が

かなり多く ，その結果I亨<J制点していた部分があったこと。そして抗3に樹木群と 同シへ〆て大洞A

:rl:の計十l 浅鉢や問的のftP，i 片 . オ:I~比例J ， 丸Tιー どのj立物がi位花 ( 丸五は ー カ所に音!t '_て出土 して

発見されるとい う事'夫であ る。似付として. 千斧などのj立!i<による )JU工材にほど泣い樹木詐，土.その

δ'，iiIJ以上が流水 と判断し てきし っかえないも のである。

2 (ま， R~じと I{( ~とす る 束凶に lHi足ぃ tlilt リ込みを呈する jnNliてーある。 南北4 . 50m . 時〈丙 15 . -l 0 m の

数11白をも ち. 米両で;J;:<交わる・1-:I(，i をなすこの形状を我々は「舟形j立抗J と便宜-".111'-/;'/:コ.その位

潰する深さ14:nij j主の樹木併よ ');ゎ、部分にある ことはJlJjI1である。つまり .第4層 (背灰色砂上層一

粘土聞がかな り1TIl¥.、 ) を 人!~~:f と L ， _I-_者liの抗 3，詳の断耐ーが浅い鍋底状を!?aしていて. 待に北

!日IJの'1-'央付近(i， 1切らかにあ 21併が 2段とな りIHhへI'!Uj;以来ま リをみせているのであるr また.東西

の交点付近は+IJ~~ と しなかったが. J，'、宣告とな 勺ている 1'.'百がJf:々 に深まりをみる点で判断そざるをえ

なかった。然禍色村i1.屑の特に下帯1¥(4 Ijtiと の後触古I¥iから は大ilnJA:ri:の浅鉢，小型ギ.上偶 {本，

上版が充見され，あるf'，U':t_ 人工(I~J なJ回り込みをなし . そこになんらかの玄同が動いた結果. こうし

た生活肘品をsi主ji'(もしくは役除したも の とJ7えられるが、あくまでも推論に すぎなL、ただ iWi主し

た j--偶(i，li(l音1¥とIJI日ト 1]1:11古11(;{ i足凸は欠航)とが雌れ. このi立t悼の東部UF ぎわよりに ~IÉんだ恰好で出

土した点は興味ある ')'..実である(口誌6月241::1参照)内

深さは中央で30cmo 3と41MとのHiJは. なんなく分隊 (;カパカ/.::はげる )され，(fj北町一のffi3 j吾(赤
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掲色土層)上に薄〈 堆積 し.漸次的に消滅 してr.;t部を構成し ているのである。

3は， 6-Gグリット北隅に検出 された小さな土拡と言えるべき遺怖である。長径1.40m，短径70

cmのプランを成し.深さ40cmで中央底にli.Jって傾斜するよ泣である。 3層を掘 り込んで作成されたこ

の遺椛の充填土は，H音:茶褐色イ;て‘あり、土器破片 (底部)3点と小限 l伺が浮いた状態で出土したが.

北側の底部墜に接して土版 (同慌のもの) 2.'.'I.が発見(第 l図 8)された。

充填二十，中に は砂および粘土、炭化物などがiU入しておリ ‘l明らかに何らかの同的で作られた土J11:で

あること こはぽ間違いはない。

以上， 3つに大別して調禿の事実を述べたが.こ れらの内谷から総合して.はたしてどういう性格

の遺併であ るか速断する こと はできかねる が. ここで問題を解決するためのひとつのヒン トと なるの

は，この遺跡付近の詳細な地問 (i!!lJ 図 2 参~!(~ ¥である。それを参Jfにすれば十票日92m地点に位置する

本遺跡は， hti物川の文一 i1íEである大戸川の制 ifii.の~t.: ;lt!~ に よ 勺 て Ij二 じた数 多く の小 文流が í < Jの乍;IAに

i;~ flll して流れる部分に位世していることカ、わかる。

従って、ニれらの環I克|付谷から推;lIiJではあるが司 j~~ 5 .'択で後述されるが次の 3点がJ号えられるので

ある。

@ 河川を利用する必要から.浅い部分にいわゆる 1ι1-.111，むを常なんだと1'1P与の痕跡。

@ in[川を中心lこ，その周辺で笠火山町上iIをl泣泣する • h， この地域が彼 らの名寺町((J地域 しUil¥.

土版， 一巨~ti ， I-}広の発見から)として.fIJHJしたための痕跡。

o <Iゅ のように人!日間前の色彩が跡、ものでは なし !比からiuf) 11の氾i!!ょによ って佐川 似てJJij壊

し.流されてきたための痕跡。

の 3点が推定される。この'1'てゴ':l:む安勺と忠えるのは .'立物守特にイ:慌の121;fなこと‘百千，MYドJj立物の

多Hi竹.土法のrrイ王から@ではないだろうかという巧えが成 1)たつ。

しかし、こ れはあくまてらffio架から符びきだき Hたものであるし ~iÍ叶4 と'l'-IJ断される樹木{洋. ト-.1M
のJjj~問状態などを今後 さら に 険什しなければ私111Wまく fごされな L ¥c 

た t~. こ こ で餓かに77 える こと は.縄文H免 J~I ，kの中治問に片る~ <閑i主のj来い11¥;i昆J也fi?を選ばざる

をえない生前f~'l J党カ、あったため. こうした j}H1IJ~とは状態とと う ためではないかということである。関

~~ . I日J)!gでは弥生時代に突入し，すでに 伎緋付会と いう .-)" 変_lll'l~ があ う た 11.\' 代である 。 いずれにせよ，

本遺跡のj丘椛，)宜物から十1)断できるこ とは.!JUV地を生活の坊とし.そこに主主治の 」品;をセットして

活動 した遺跡 -1!1.:i日J也j立問、一一，それも，)1'市に祭儀(1~ J '炭素をも っj立刷、であると L、うのが.2(t川j.lJj材、

におけるh士大の1t絡および{占:i[i----.1けであると巧ーえるご (鍋台勝夫 』

D 出 土 i宣 物

(イ)自 然遺 物

鐙国 遺 跡 A地点の自 然 遺物

hlU初lj 'I~1 の も のとして木村・ 樹幹 ・ 1M校 - 制~ . 民主 tii ・ 1 1 1. 矧 . _1"¥，)、Uiなどがあ り‘刷物']'11のも のに

Jま昆虫知 ・骨.I~'. 鉱物1'(のものとしては高r.'!i /J 、 lvj なとカ、あるが. これらは殆どんな抗lI(<i1、一層部のilt

炭化柄物質堆附府中から け¥Iしていて.その他のJ也11'1'i'からは‘阪〈 陀かtH1.:.したに過ぎない。

抗4層下層部の泥炭化f，i'i物T1Jjt相府の上ffliに(ム民 党状に圧縮された間葉 (部:21';(11 )が.そのT
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部には細い樹校と太い樹幹 (第 1図14，15)が.すべて横:ニ寝かさにた弐警で敷き詰められていたが，

その太い樹幹の内には枚を11，¥-、恨を切り欣した.佳20-30cm望夕〉太.、本ηが 2志望縦割，)'-たもので

はないかと思われるような平らな耐iを上にし て償たえ句 l_て.¥七 第 1[;115 :この植均責這積層の東

半部は比高が少し低いので，層中の情況が良〈分らなかっ たか.最巧まFZ罪求書そ主 f)込んで考書そのjWJ

l売にLli現して柱列と誤認された太い樹幹の断而の多<:二. ニデ:三点7)f蓋まち貰芝積吉中.こ露土Lていた

ので，この他に も太い樹幹もしくは木村がまだ何本か熔ーもして.、るものと忌ゎz二る= その三.二大木の

制fHが自然状態のまま残って いるものもある (第 l同16

以上の樹木の純類は ミズナ ラ ・サワグル ミ ・ トチな どの. 水jJ ，こ自主繁茂するきす種.~ご・ 『 であ っ た。

果実の類はクルミ ・トチ ・ハシバミ ・クリ ・ドングリな と 主主~~:? 3 で.写.ニ ;ミて・多く .

その111土状態で注目を')I ~、た点は ， 平而を十.にして航たえづLて t た亘書F! f) ，_たらと，い可肝T - 司固に

ttに多かったことである (~11 図 1 7)，

!;o:~~i'íは殆ど雑.i;i.の純子(第 3 同 5 ， 6)て¥ その大部分;土繁 4冒下音量乙グ92宣言tr::謹均買ヱE積層中

から山士している。11ft ・のJ日Hである禾本科ftI(物の茎と 数杭のほ 芸 3J:.; .二.第星電上軍部グ〉青

灰色細砂層上r(uから".)11キに山土し た ものであるが.その出土地r'f..二・童評ケ之ミ7ご¥三ずl'で. 実4層中

の ものである点は確認したが来して遺跡と附係するものであるカー汚て・」ス需でゐるz 主-育長具亀ケ

岡遺跡、からも籾の出たH吟があるので，蛇JEながら付記し てわ-くこと.こする=

動物質のものとしては民虫の硬麹が第 4層から数枚(第 3凶掃で.1宣 皇室 3~ï ¥主土， てい

る。鉱物質の高師小十li';1 (節151ヌ110)~i言うまでもなく ;}( i干 の茎や明.こ 災今~:;寸着毛主~-て菅三:状 を

.Jl.する もので.装身日の包'J;に代)TJ;さJ.lることしあ 1)~!þ るも のてある1t::- I二 E書:fjでまそ2~きで : 1本

と包・骨の破片が Ht司11¥土したがが.いずれも俳".'1'からほ出したも コて.二土三主さえ ・菅生c・宍.ニ不明

である。

(ロ)人工遺 物

鐙田遺跡A地点、の遺物の総出土量

A 地点名 クリソ卜毎の土器片・石器煩HLL泣
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似 !HI 完引土器数

建国遺跡A地点土器の器形と文様

= ~\ 1 iif 1:昔日本{ttはAJ也点 1--協中で 11;いんのHヰltJIに!瓜する土持併である。

寸('j1矧士山)/H自は沈線の:'1-':行工~j-:文系文様 (:>1汁j-J-_e.f文と、f行 x状文)を主文とする土誌であ

ヲ

ペ〉コ

あ 1H_ f -_ '?~- L 本の、JC行 ìt紘を縦伎の主1)沈総で 切 勺たJ，I， ;j卜 [1') なユF行工了:文: (第 4図 1， 2)であ

るが，この州の文似をもっ土日日 )'1ーは本 i立湖、 では ~I:市に少なかっ た の 3本以卜の倍線の平行沈線を縦1立

;'!iH以て。切ったも のが普通で.その内JI止も多いのが 3本の‘/e行i主総を l本の縦位沈線て、切ったJ:字文

乃 1.6~ (第 4/χ14， 5， 6. 7)である。 4本以!の惚線it総の半hT'f文もかなりある (第 4凶 8，

~j } そして斗斗丁 ~.t~j~が何本の場介でも， 1:('lイ立川沈線は利突文 (第 4図 1， 2， 3， 4)や三角形沈文

抗 4/叉16， 7)によって代位される場イ?が多く，巾には縦位沈線のITi材、阪端に広しその為一見 2

イ~(/)/;争起線文を縦位:に1-1したかの如くはえる もの (弟4凶 5) も少なくない。 また これらの平行工字

どの文似村山比は 11立のみのものと、同ヒギf丁ユ :~f:文または他同の平行工千文 (τjë行 x 状文)を併用し

1-卜2-3l'支出1lX:とするもの (節 4/河/10、 11，12) とがある。 2- 3段構成のものにはまた，一

吉1;沈線を構成に京IJL/を十lーしたもの(第 4凶11)、縦位沈線を 2-3本の伐数にしたもの(第 4図11) ~ 

zも}Lらhる。

抗2純j-_ *N:- ~主総の 'j!.行 x :/)，文 (2 ，iドの土fL--iJ沈線を途中で按触させ， その按触部を x~Kにしたも

乃 iそ主文;とするものであるが， これにはキ行沈線が 2{，だけの県本的な-y行 x状文 (第 4図13、14)

':. 3本以 Lの伐線のミI-':h沈線を IHいる x:/たの もの (~\ 4 1'J/l5， 16‘17， 18， 19)とがあり.その内

でi1kも多いのは 3'1，:の平行沈線を In¥， 、るもの (第 1図15，16)である。文様情成にも 一段のみのもの

と、何lじ文様もしくは他聞のユH丁丁字文系文似 t千f丁目仁't丈 をIjj:用して上下に 2-3段結介する も

う (~\ 4 1-:</17， 18， 1 9 )などがある φ

(筑 2 矧主総 ) 木類は平行工+文系文tJの附線í t さ れたむ のである ご |を線化とは沈線を太〈深〈陥;J~

'}込み， その沈線に挟まれたぷ耐をきながら隆起線グ〕如〈浮出J;にする ものであ る。

ゲ¥1 干'fd_器一一 24入の平f丁沈線の )r~本的な_T'ì三文 Ji . これを浮彫にしても Fぞ起線的平・行工字文とは

二、らない。 従って|盗起線化され得るギ行工'f:文:ム平行沈線が3本以 1--のものでなければならなず，

日以1止も多いのはギ行沈線が 3本の=f字文 (第 l図20，21)で，勿論 4本以上のものも |在線化された

しの(第 51刈3)ヵ、ある。こ f.Lらlを線イヒき 1lた平行工字文にも. 縦1)!:笥沈線の代りに刺突文を用いる

しの(弟 4同21. 22 )，縦位沈線の~J品が極端に lム<.そのため一見縦{立の陪起線を 2*加えたかの如く

4えるもの(第 4図 2，23)なとがあること.そ して また文様椛成が u交のみのものと 2-3段構成

ηもの(抗 41叉/22，23，第 5図 1， 2， 3)などカ、あることは，沈線の平行工::'[.:立;の場合と /uJじであ

-;>‘ 

~\ 2 H_土保一 一、|正行 x'f文もまた/;全線化されるが，ヤー行沈線が2本のx状文だけは降線化が不可能
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8， 6， 5， (第5図4，であるa 平行沈線が3本の半行x状文で降線化されたものは最も多〈

文様防成には l段帥成のものと，4本以上の平行沈線の もの (第 5図 7，10)は非常に俊美である。

10)のものがあること勿論である。9， 8， 7， 6司5， 2 - 3段憐成(第 5図 4，

(第3類上器)本類は平行_[ヰ:文以外の文様をもっ寸:器て。あるs

これを宅丈とする土総はJh:¥'であるカ仁5 ) 第 1fÍi土器一一真正の|を起線をもっ土~~ (第 6図4，

に柿で， lJI;1部に平行L字文系文様をもっ綱鞍事:形土協のμ唇行fi装飾文と Lてのみ肘いられるもの (第

9 )が昔)凶のようである。8， 7， 6図 6，

この立;初、の みをもっ LJI品であるカヘ~ ) 2， 第2位土日号一- ;-];1;1えのt光線文を持つ土日正 (凱61)(11 ， 

2 )するのカ、普通て九る平行T字文とi芹件1(第6凶 1， があるか??かは不明て，

15. 16. 17) 1，L ~r~ ;)図13.第3H~オ:器一-Thi:U寝を l 本ないし数本口減百líにめぐらせる 1'，片品

i明u~予卜'.1[11 :二:二刻I1ヵ、f'.J':され.この附:卜.総の円枇百II.t也文は無文でiiJI'1告されたものが多<.であるが，

者1¥以ド!立科行縄文とする深鉢形 L(，1fが多い

お13[;([2 )て¥~î 4 柄上保一一円将線 卜 l ニ I~，'J <突H¥する級品|犬の突起を 111Mだけ付 した深鉢if;-L器

r 1 結百[1は)1民文外圧，UJ，I古1I1主主Hi'縄文;のみの中11製 11慌である。

IJn 1 川i， i: こ 3宝続(J ~)にJI f'北部は fi:まだカヘ刷庁|;{土料行縄文のみのm裂i来鉢If~ 1'，器で，あ 5N，.:I:持ーー

Il件 卜ー1(liの外iiJ 1 '，に ~1111 そ f .J' '_ごしの ( ~"'i 5 小il)::はほと したらの(:J¥ 5 [';([11 1， J行日[lI(伎を jljl ~n して .

凶1~ i なと'がある

)!民文の JJif.企庁|i(よ外圧， ~:(( iilí以卜 ~["Ii (あ 6HU'，日:;一一 11件 卜ーには太11の主IJIIが十lさfし

であるにlの制11 条痕文を利行させたfllj~ì本鉢If5 1日;iiあ ろ|刈l民l

復原完型 土 器の文様分類

出:!Iti~\ :3 NU'.r，);: ぷゐ'，~ 1 ~ 1;([ :!‘ esr 
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お1O[ .<120 

抗2i片山 4hl卜.日;+II 抗121';(11，S. 4 ワあ11[.<[ 1 • 

~;:! 111杭:itfi 卜:~N:~;IOI?12 1. :!:2， n 21 出 11昨日 :2W Uii 19 ~~~ 101';(118， 

治11[;([ 7 抗 1 111 ゐí'~ :l hi 1'， ~:i 引](l[';(117

13， 1，1 ヨ~1:n"<112. :J 1. ‘〉出121'.<11. 

6 あJ:~1・xl-f‘ゐ(12nr抗 2Ni L (，，~i 抗IWIH

抗12[';([ 1 ， :l， -+ • 5， 6. I，日.!)， 10， U 

，~"'i 2 !r(:;守'~ 2 hi 1ー日;;

その 作々 の山形{止王位{本 (I ~)(二!ì ""'l て~I';"l に変化に 71んでい みの 7-1-ならオ .，1)，、卜抗 1nf 1今日日の日;;:Jf~:ム

'，lt(() な日:~ If~てd九る深鉢で{;y， JI 市に j先制された.t~'J l.;，n与 を 月I.h し て いる "γで1.1 色がある ご fijlJ えは 1，土む

1"11"" ;yl;が過度に紺1< .} 1純るJP'i:¥'にスマー トt"，'íf~ ~ こな 勺 て

判11:，:[十ぷ

この附

やや〆l、さ[I の民 ~T) ま鉢州町形.~ 1，(，総位 j己)山!ザ形fμ3ケ汁社←1士|上:日出仕 i沈足幻M肌3針鉢イ本恥泣な とどUι七-f~ -てご l川|与将桁引州川-七訂付川叩/日川川'y[日叫|じ;川カ、つlはよυμヌみμ川外バパJJI州|

で日出総i詰+ド刊tUml杭点[はま;;"↑快Iり快jたHIい内人付l川11山l仰0
1
て 1主4に ~!長削h世である

やや杷!以外!瓦し. ーニ!こ*Nび"ある 2l'・1<1 ]'の 1;干起~~ をめ ぐらせて n J~i~:I}装飾文としている
11 

大!f;;，:':iの11I許liにはh'iJ1jを似めたト史料rn-i';t市JAIグ)一仁';-:立;プjqtt'iか1.lていて.仰がたいI主11JIが多L

1 J対日liが くの't1f;に外U:'L'riヵ、'jJ"勺て.

いる。

J 
~， 

子if-l'L 

f;音lilよ大きな;x鉢に比 してかなり 小き く.協では計千L長鉢が多〈 ‘ え鉢古I~i j: -ji{i・j岨の;日本と l'iJじたーカ仁

- 1.+ー



かつート苦11 が強〈紛~・')視のn~ l 、た て角形を呈していて. その台古11器面には全同iに平行工字文系、文様が街
地されている (第6図14司 15，16)刊また急須形の注LIオー器かと思われるが，校日部のみの破片が2個

出土している (第 6図10，11)し.尖底士宮誌を足i、わせるような板端に車跡、ft付の七梓 (第6図7)、下

底部に 4倒の乳弧状小突起を付したもの (第11凶 9)など，特殊itt形の上総が多L、。

文係についてい うと，第 i類およひ第2類土慌の文fJi.tT.寸:文系文憾のJ占木形であるところの平行

__[~こ:文て二第 l 併十'.~が所属する l?代の代表的文版てーある 。 1ft ってこの刊文時は持定の器形のこ仁骨量に

のみ付される文様ではなしすべての球形にHll、らJ.lる 般(J'.)文践でその地文位置はいずれも岡部以

上に集'1'しているところに特色がある。

以 卜の器Jf;や文総のn桁から凡てあ)Ir干 上日正が， 山城県の大綱A ;r.，\ 了十~(.iに比定さるべき ものである

ことは下11IJJであ る。

第 3~fU: 日~ ( じ」ニ:文系以外の文総をもっ 卜~ ) 'f'のお 1f.f( ' I'，総 (間起線をもつもの ) および~2 何

十'，(f:~ (沈紛の;J;J:IX文を しっ Lの)，ム大j同C2式オ.器に用いられた文時の泊以を銭す士総であるが，こ

の附:十字非itはみな ，f行_I.'(文系文: ty~ι II ;J '11占I(，j.:巾に fjf:イ了するJ'.総てeあるから大洞A式土誌であるニと

は疑えなL、。然しょドl状i:.lJ波文 ・1;条起線火;は大ill;I;¥式以後には余')見られない文掠でしある。

~; 3 Hl 1→探 (L1ht ìi'I; ' こ‘|汁ï;:t似のみを持つもの 1 と 抗~ H 1'.出 (，寸特 卜に J1[.':1だけ税指状突起をf-)ー

するもの)およ びお SH十ι品 (11将 Lに桁lIf!I+.1Uを加えて小法:Ik'Ifまとするしの)とあ 6H. 1".7.1:: (キ111
条浜文のみの |保)なともみな.大4同じ2パィー似の心、11;:立:fJをt¥tノf(するもので‘あるが.これらの文時J立

大ilrilA式以i去の 1'，出'1'にも，;¥き続き伐ιすゐえ;肢でUんる

C~抗i花'5 2 /川rr 1上司 日咋~ J イ本，:/れ!ハ1f，(はよ八J也ι.'点i

¥ ~抗「お\ J ~矧(( 上日出:;い:-1本，:1対飢ruは止 立文:t怯L‘咲泌ず寸ぷ↓転;{は土:抗f口¥ 1 /1川rf: J 宇'， 6:出~ : 1ド川1;1fl伝=グの3
、T干|ドE行丁'.1二立之;プ系f名:文tυ“，Jぷrでア九、 るカがf仁. 立丈:t似ilhY，け山A:グの)1 でで町.

;j..: nJ j イ:日誌の\"1，杭に j~ ずく i位 ìf(UUJ(1リ山形である

抗 JHI'.it;.;一一 11111'1いえの‘ドii ~ 状立;を II ~-k ;';1;:このぐらせる泊i[;1日:;だが. 'iUiI; 刀，，)~ J 111'7> YAi If; 1'. 

出土 リむ大き く . そ の li~ill;から;!日"止が I'.)j:ニjI.J"てli(';:!，lil'-j:こ¥:fJく辺トl¥if;の上:42 弓l)~ .(J ::? で九る

抗:2H: _L:山一一日:~;f~~;. 抗 1 H I.:n :: ¥nJ ;;~; i主 H~ jf~}") r，H- lf~ 1'， ?:i て ì:，え~... ~ ' Z-:/c- 話~-)ド i]: :¥ :1た丈し しく (i

'Jql'-L'j-:文を上 1":2D:附IJk:と した卜.法 ，; -: :.:J 1. ... てらζ ぶ七る .i::'. ~. :": とそ 刀丈 tX':t~ の下社主
pliiする ‘|汁J:;:t*JiiとのII¥Jに.'t!，¥/) Iム、 伺え;J;'ーを::t:ム 主 ヒ :~iド '0<o. ~. :;J ~ .:!ii~: よト，二三で t~: 大 L た 1，\に特色が

ちる。

(日2W.Iι山本NUま ー角ーi"，'(土:-;{;丈!';J、 。1'.fj-1:'7:丈島 ~;"'f :r;~ ，;:~ ..:~ '. ~/i i:tri内¥;を'1】心としてん二イ'，'III，jfl!l) 

へ放射状に!よがり . ょ二， f~ IW';':li iJ~\;~' f判れする f.'t丈て:{今!了，.よと .向~ :Ij、文の2Htriがある !を

i:文とする土器である。

抗 1HU'， iti;; 一一 2 本の M't*~~ に よる)，':..j，:irJ:-_'行J.lン;・:ーに- どういう むのか令<'5をはできなか勺たが.

t本の似総沈似て寸前<灼Jソよ:文 { 灼 1，.'よ:てた 三1ti:し多 く あ 7 同~ . :J . 6). 4 -1~以 1'.の航線を
!!l\ 、 る:角丁7・ 文(~~ 71河i， K) (.，十11当ちる=丈怯同IJk:む汗j凶の 1f.:H'Ii成の ものと ，同州またはw
J，f，.の工字決;系文様を述車内して. トー卜:2-:{ f1 tlll~:二二たら の ~'\ 71χ15. 6， 7， H)などもある。

，:n :2 H.J-.器一一普通=:，f4イ)-:ぷカ 1'.1、に fnTr初 ・j，j(f，';する場介には. 卜段のF11~文 (1;li'jさ)から

-nに下降する沈線は， 卜l交のムlム行沈線と結びついて.そこに転倒した :角ーじf'文 (上向き )を形成
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¥角 1.'(文か:，nめに 卜|みする 沈似がま だ 卜jコの‘|ιJ-.1';(グ〉み;同文係においては.することに なる が.

の 一角 117:，どをUJ1:れするし の(抗その利総の 'l't:\1 で. 新しく l ，ij1jlí'J ・ 1、 lí'l~行ちt線にi生しないliilに，

Jh;¥':ニ£うか くかっ錯:.fij L'j-:;支が年liklこ主任.らfTうて.この文様(ま粘*(I:J~こはである。71χ19， 10) 

\~í，した I l t同:Jj~的下片:文を柿き n~すことになる 。

一-.角 x :11、文(は立、lド乞行 x.1状比文の斗q行行j't!引引刊h村付t!"川l~; 3 H土器

!立 ~I可〉都ポ1(1 1 ， i角 x.11、文この悼文様に;f';l、ても横尚!が 2;j誌のJ.I.>1':(I!;ながるものであるが‘

.j ;j>:以 トのf b， .j . 守 1ft 多 L 、 グ)1ま )~ ~1~ リ 3 ;j，:のw線沈線を11J ¥、るもの i司令i8 1';(1 :~ ， に少し

I，;j 立:tJ f，'.'i IJx {， ili(;自の J)・:HVpえの もの以外に.I S1 tJ ~ ¥ ，_ 約)間似沈おi!をJIJ¥、る似何i，なもの (抑制刈 S，

民)-
1 . 勺 .第 川 xJ:.?• 的または民舶のT'j・;文;系、文紙を 1-.ドj!lWi して~ - :~ j宝仙成とするも の

もある

¥角|アf'λ:と(出 3知土保);j，:Hiはi"[.1:]; r( J千法をmいてぷIfliì~l; を1;子科{化したιfijr(立;系文初、

を主文 とする 土(.:~である角x状文)

:角工τ丈;!)f血沈線IFi泊の1:争純化さ1._:二都 lH十: ~i):--- 角」二(立J{~ え;悦らまた 1;手 414t 化さl. lるが.

角l'.'j':文の~I'"i;'; ;こ宗主三かっti;f 日!:~えす4!の 1，1，í I[I/Jに 2伽1I ~:Ilのったさな耐状突起を{寸 L た .が特に太〈 ，

ニの附卜-H:;の 11~'士自1; に:二鋭 〈 従') 1-. 〆 プニ山 ;f~'j.と起カ、li)カ"11):-Jてい る-
V
 

ρ
b
 

'lム15. しの (抗 71三114‘

4本以卜.の 1角rj-:文で1;干似iヒされたら 刀 乙て 三 t)多い (抗 7+うよしているそのTfi_l'，がilとく

13: 

あリ 司

1';(111. 

1;干似 {ヒの口JiìË 三・七 九三 It~IJ\檎糾lが 3fij X :1たLまたF判?以{ヒさiLること勿“命でちる~; 2 H 1 日正一一

l い は L' j-・文系 土:f:ìlの '1' て:三 lt~ 乙 そ刊なものと
-
)
 

(
 

l
 

，1本以 1..の .f句x状文山'i81!iJ 9. 

なるようである

本のしので.

( ~; 4 W土器)本矧{ま は結の11iJ f~突起剖;に . 特殊な立|斤やよれn をf.jーしたも 乃てある

これと 111形突起のえいえ古1;を横走~; 1 H土山一-u紘山11;突起のjmまに沿って 1;j:;:の沈械がめぐ り.

これが表表l占ilfli:ニ怖かれ:.fり )f~ 文; をf1::1\する 1. 日誌で .する~:t線 ( μ 祉部文係'lil の l二社総 ) とのr:\J に ，

1.z.t.J'!こ表県Ifli)!!F，え;の もの話ぷ (':(;16. 15 l.表的iにはこれ7デ比られるカヘ
.，
 

i
 

l
 

るも の (あ8悶12. 13， 

'1':こl何た:十表lIIiがj!l，F，文19¥などね:々 であるが.而カヴ!1，F，文で裏面にのみこれを持つもの (第 81苅Ui.

( ~; 81;(119)ヵ、7をはさilた。て、必luiに :24~ "1-=行の 1角形沈線文をむつもの

L角Tす:の，lIfj11) ~ - :3 nt"時Ji主て二U1また:二l、jE:ここ の附の三角形j主総文を{半う 1 -. 1*の文U~hWbX!ふ

|司HLL:.fy工'j':文系統グ〉 文1ぷが主文となる上ifEであろう と，tl、われるー見えるものがあるので，恐ら く

j)校卒111 な爪 Ir~ ぇ;で 允JI!1しているもの 1 おぶ 図 1 :; ，夫前J:この みよ角形tlitの内には三角形沈級文の1"]部を

T:(立，>弘之:械が全くはえず‘Hiil'li灯、|、 カ"1;;Jlj' i，電之. ~ 二、，二三， -て・るし 7)(第8iH以ぇ;がはり hるカヘ

同17)などの変化形もある。

.分しその作々 のTfi上51;か史;こまた小さ く出2純土器一一 11J If;突起の瓜umがii':.:<一分して聞 き.

表裏向。[耐に二角形この附のfT:II{をもっ波状LJ~:士 1 .器にし .いわば限式の突起をも つもので，ている、

などが

!日 卜高11が白状を'止する土

2)，fitfhの百liにも全然これを持たない無文のLの 1抗9図 3i:t線え;をもつもの (第 91支11.

ある。

~13 的土tfit--波状を ti.'i <小IIIH;突起の 1111;1だけががJニに大き く7Ej主し て.
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器(第 9図 4， 5， 6， 7， 8， 9) である。 この種の台形突起をもつものの内には，その頂上部辺

紘に沈線を 1-2本めくらせるもの(第 9図 7， 8)，および全然これのないもの (第 9図4司 5， 6， 

9 )とがある。この台形大突起の表面には普通三角形沈線文がなく，裏同iにのみこれが比られるが，

i'i Jf;大突起以外のすべての小山形突起には，表裏両面に一角形沈線文が付されているのが普通のよう

である。 またその他に台形突起の変化形と思われるもの (第 91苅10.11)もある。

(第 5類上器)本類は工字文;系以外の文僚をもっ土器である。

第 l柑土器 点文もしくは刺突文をもっ十ー器て、ある。点文ある土器としてはその 1。口縁部に沈

線の三角x状文と平行x状文をイjj:用 L. 胴音1¥以下を細かい点文の充填文とした土保 (第 9図15)があ

る。器形は恐らく浅鉢か鉢形土器であろうと与えている。その 2は，口紘音1¥欠落して器形は不明だが.

中胴百I1と下胴百I1に一二組の平行 x:1)¥文らしさ沈線が横一定し、その上部と中間部に 2本の点文の佑;状充填

文がめぐる土器 (第 9凶13)である。

その 3は，単線もしくは筏線の一角 x状文の内部もしくは外部内ニ角形空間を，点文で充墳した土

持 Uj"';9図12，14. 16)である。刺突文をもっ土探では，口縁部最上端に帯状縄文が l本，その下に

太い平行沈線が3本程めぐり，その中間の無文部に弁々一列の刺突列点文をめぐらせた土器 (第9図

17 ) がある。i?同~L;t.全く 不明。

第 2 利一土器一一工字文を全く 1'jとわず i尤線の大形îJ，~歯丈を 口縁部もし くは胸部にめくらせる土慌で，

その|付のーイ[古|は極ノト手担ねの手形土保で，その胴斉1¥に沈線の大形鋸世ij状文だけヵ、めぐ らされている(凱

10図21ivその 2は，普通の)..:きさのよー持のm，J部破片て"._l下を挟む沈線の問に錯向:Ik文を検走させる

もの (第10図16)と、口縁部{政片で u唇干に一本の{長L、沈線をめくらせ，その下に，波買部の|付1ftIJ

に大きな刺突文を{す した，平行沈線の波状文 をめく らせるもの(第10図15)である。後者一は縦線の位

置に大きな刺突文を付ーした， 角工字文の変形であって.錨i4'I状文なるものもようするに三角工字文

を端的に簡素化したものに過ぎないことを説明する，絶好の資本|であるの

訴~ 3科土器 11¥[;文士総もし くはそれに類する L器で，高さ5cmにii日Iたない無文手提ねの極小 |一器

(第10図22，23) (主主;外に多く ，前記第 2Hの鋸HiI状文;そもつ微小土保 (第101苅21)や，日特斉11に l

-2...j，:の平行沈線をめぐらせる小土器 (節10凶24)なとはこれにまnするものである。昔話形にはi架鉢形・

鉢)f;.壷形・ 147十L支鉢 ・知If;・lllllf;などのみ村がよ4らjし後{にの祭配別院jit品よリは多少大きし I十I

には内l(iI器岐に乾燥した内存物が薄皮:Ij(にf!iiリ(甘いているものもあるので.何か傾く 小量でやjιリる

液体を入れた実j吋品ではないかと思われる。

第4椛土器一一本料は帯状縄文;を特色とする土器て、ある。その]は， 11縁古11無文でn将部は{止し、波

状を足し‘ィ皮頂吉11には極く浅L、主IJtlカ千jされている。 頭部以下は横走縄文の地一丈で，その上に大沈線

め て角工字文が描かれている (第101;:<15)持形は頚部制約し， ト胴育1¥の内尚j主が強いので.広口の宣

形 1-r.告らしいが， !iほ同形土器で~;f-i部の平行沈線の干の縄文地文卜ーに， T字文系文様の沈線らしいも

のが比える 1-器 (第101，，14)もある。その 2(ム口容下に半行沈線て1件1)さ れた ql~1の広い縄文帝が ー木

めくっているが，その縄文吊:の上下減を画する沈線そのものが.上下結子干して平行上字文もしくは f

行 x状文を凶いている らしい，変った文様の土持 (第10図 1)である。 胴部は~JfJ宍された無文;で l長

鉢もしくは台付浅鉢ではないかと巧えている。その :3(ム 口将上に浅い主1]円が付され，口縁部には+
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行沈線と三角工字文が見え，その下に幅の広い縄文帯をめ ぐらせる土器 第10図 2)である。器形は

不明だが浅鉢の感が強L、。その4は.口唇下に幅広い縄文警を 1本め ぐらせ.その下部に太沈線の平

行王字文を錨き，その中央の償走沈線の海底に細かい刺突丈を加えたもの 第10図 3)である。

第5種土器- mlJ::f第3類第4樋の口唇ーヒに親指状大突起を 1信だけ付した.相製j采鉢形土器と

非'出に よく11j，た土保であるが，木柄土器はその弔直に立ち上る要指技突をの根元に. もう 一つの観指

状突起を水平に付している (第10凶 7.8)，複式の親指状突起をもっ土器と言えるかも知れなL、。

以上第 2鮮土採の器形の特色を挙げると. i采鉢形土器てつ二事部か襲らか空くなり，底部が反対に大

きくなっ て， 丁皮下胴部の切り取られた土?Nf， と言った感 ヒ;こなるε 毒事彰土器・盆形土鳩 ・浅鉢.ffiL 

などはみな.大き日の平底の上に直線的な昔品目主が上方に開き. 平たい逆縁形グ〉土器となる。f;付土器

のす?部は太Rの筒形に近いものとなり.台部総1Mの全体を掩4文様:二当表三角工字文系文様となるが，

この純の台部は比較的少なし大部分は 1-3今;の平行;t線そ最下請蔀にの ぐらせるだけの，強く簡

素化されたもの となる ようである。この他このH寺j明に新し〈出現する雲彰と Lて.-1脚の高脚付浅鉢・

長顕壷に近い狭長な土lW・採ノj、の手提ね土器な どがある=

以上要するに第 2群土器の器形の特色は，土昔誌の最大幅;ニゼする高きの比率が前代のそれより 準か

に小きくなり，安定的器形になること は確かだが，はた I1:ニユ著しく すん ぐけし て.むしろ不格好に

なるのが一般的傾向のようである。

文様について言うと.第2類および第 3煩土器の二.角工字文子、文穫は.本孝字情製土器の主文となる

ものであ るが.これは宮城県の大柄A式土器.青森県の砂j尺式土萎などの特色的丈様であるから.通

説に従えば鋭I:!IA地点第 2 群J:械の司~式編$f".は一応それら に相 当すべきものと 言えるであろう 。 前記

器形の諸特徴も大体それにーー致するものである。

ところが厳'街にL、うと第4矧第 1-2純の，口縁山形突起都つ三角彰tt.a豪文および二分された山形

突起の頂上部が挺にま た一二分される意匠は ともに.青森県のE少i尺式i->・よぴ五所式土器には見られる も

のであるが， 宮減県の大ilOJA式土器中には全 〈発見で きないし のである=また問要素第3何.土22の如く，

j皮状をなす小山形突起の一つが特別に大きく発達してfi形を足する主 の;二.青義呉;こもその他の東北

地方太平洋岸諸県にも全〈見ることのできない務形であるから.鐙回.この人主主与な器形であると言え

るかも知れない。

第5類の工字文系以外の文僚をもっ土器中の第 l極土器 (点文の充要文をもっ土器 .お よび第4極

土器 (帯状縄文をもっ土器)Ij:.同 ー例体内に三角工字文形文様を伴って.、るので.第 21f:手i'.器の仲

間であること は疑いの余地がなし、。同類第 2位土器の大形刺突文を伴う 平行;t*豪の諾歯状文と.手担

ね極小土器その他に現われた，主幹線沈線の鋸歯状文などは， 六角工字文系文様の極端に簡略化された

ものであることは既に述べたが.そうした文棋を伴う極小土器の頬であるから.三角工字文文化即ち

大綱A式土器文化に所属する特殊土器であることは，明らかである念

鐙因遺跡 B地点の遺物の総出土量

B 地点遺物の大部分は排水溝掘削時に，ブルドーザーが掘り上げた排土中からほ集したもので.出

土グリット・層位などが一切不明であるから，残念ながら只単に総数だけを挙げるに止めたし、。出土

土器片総数 3，421片.内完E!I土絡は壷形土器 l個，香炉形土器 l値s
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鐙因遺跡 B地点土器の器形 と文様

B 地点土総も A地点土器と IhJt'sに.縄文晩期末の工7-系土器である点変りがないので... A地点のそ

れに準 じて文様分類を行 なう ことと するり

〔第 1群土器)A地点土器小の合い時ltJJに属する土器と同じ了卜.器の一群である。

(第 l矧土器)平行工q:文系文械を主文とする土待。

第 l純ゴ:総の， 2 本の ~ I~行j尤線 を縦位制j尤線で切 る)，!~4=的 な__L'(支: _ 1 --総片は ， 1片 も山土 しなかっ

た。 3;}の平行沈線を縦付:免i沈線で切ったτf--i'f正字文のもの{第四位12)，縦位沈線が中IJ突文によって

代位さ れる もの(第19図 3， 4， 5)，縦似の111Mが極端に丘、しその為に ーは宝山 、降起線を 2-1三縦イ立に

付したかの加〈見えるもの (第19t元11 )などがあり ， 3本以ート.のや;行j尤線を用いたもの (第19図13，
14)もかなリ多L、文際情成も u交のみのものは勿lil仏 2 -3 j'!"m.b.えのもの (第19図 6， 7， 1)， 9， 

10， 11. 13. 14)も多L、。その他行付十.符の台泌総帥lの令体に-'1-:行工7・系文様を花:地したもの (第20
j支121，22， 23).細顕査のLI唇部に結節ある 2本平行の|径起線をめぐらせたもの (第20図15.16， 17) 

なども はられた。

第 2椛土絡の平行 x;伏文を主文と するゴ-器では，平行術線が2本のJ，Hs:tJワなものは全然:見当らな L、。

3本以上の慢線のもの(第19図15)があ り.文憾桃成 も2-3段柿成のもの (~î19図17， 18. 19)が

多<. 2 -3段構成のものでは平行工字文と 平行 x状とを併用するのが者ー通 (第19図17，18， 19)の

ようである。

(第 2類土器)降線化された平行工字文系文僚の土様。

第 H重土ー総の，料品位短沈線が京11突文 となるもの (抗19図8.9. 10)，縦位沈線のI1I討が特にlぶ<，為

に隆起線を 2本縦位に付したかの知 くはえるもの (第印刷 6， 9)などがあり ，平行沈線が3本のも

の(第19図11，12)と4本以上のもの (第19図14)がある。文;係椛成も 2-3段のもの (第19図11，

19)があり，平行工字文と平行 x状文を併用したものが多い。

第 2極の1;無線化された平行 x状文の土器では， 3本の平行沈線の x状文を1;年線化したもの (第19図

18， 19. 21) と4本以上の平行沈線の x状文をF制濃化 した もの(第19図16，17， 20¥とがあり， ギ行

工'"{:文を併用する 2-3段構成のもの (第19図19)もある。

f抗 3ni土持)工字文以外の文様を もっ土器。

抗 i税の、真正の隆起線をもっ土器は非'i;iに多<.細類者の口唇部に結節ある平行の1;.年起線をめぐ

らせる もの(第20図16，17)，これを鉢形もしくは法鉢の口容古11に付したもの (第20図15)，みみず脹れ

状の隆起線の大柄な区間文を.J"_刷部にめぐらせる壷形土器 (第20図20)，j査し文ある喬炉形土ー持の胴

吉li全体を，刻日を付したIi条起線の制状文て1むったもの (第201ヌ119)，急須形位口土器の器而全体を，入

品且文風な隆起線文で析をい，底部に 41阿の札口段状小突起をやjー した軒微な 4 足土法 (~\20図 lR) などがあ

リ，実に多値多様で‘ある。

第3穐の， 口頭部に沈線だけをめぐらせる土持は，沈線を l木だけめ ぐらせる ものから，数本をめ

ぐらせるもの (第19図24，25， 26， 27， 28， 29， 30)までが，全部ある。

第 5種の，胴部カザ|行縄文のみの粗製深鉢形土器で.口唇存11に指頭圧痕を加え小波状紘とした もの

(第19図23)も出土している。
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以上の他B地点からは， A地点では殆ど見かけなかった下記の如き 土器片が出土している。

1 .非常に太い弧状沈線で耐し た麿j肖縄文土器片(第20同 1， 2)と， 口縁部にみみず脹れ状の|在

起線をもっ破片 (第20図3)などで¥こ れらはいずれも工字文系土器よりは這かに厚手の土器である。

2 斜行縄文地文上に平行沈線で，m目l部一面に縦位文拡を描く破片 (第20図4)，および中位の曲線

沈線で阿したl発消縄文をも っ土器片 (第20図 8， 9， 10， 11， 12， 13， 14)，口唇部に連続爪形文や刺

突文をもっ土器片(第20同 5， 6， 7)などであるが，こ れ ら土器片の胎土には多量の細石少が含まれ，

焼成も軟弱で，工字文土器のそれとは苦しく趣がちがっていた。

以上がB地点から出土した土持の，様形と文様のすべてであるが，工字文系文様の土器はA地点の

第 l析に属するものばかりで，第 2群に属する土器片は全く 1片も出土しなかった。言うまでもなく

このことは， Bt也点が平行工字文系文tJの土器即ち大洞A式土器のみを出土する単純遺跡であること

を物語るものである。そして恐らくそのせいであろう，前代 (大ilaJC2式)の遺風をのこす文様，即ち

口唇部や肩部は勿論のこと，胴書ISにまで真正の時起稼丈をもっ土器の種類と数量が，著しく多い点に

A 地点とは呉る特色が伺えるのである。

工字文系以外の文様をもっ土器片の， 1，は大本10式、 2，は堀之内 l式および2式土器で，周辺

遺跡 (塞の神遺跡)の土器片が混入したものと思われる。

鐙田遺跡 A 地点の土製品

土偶一一完型品に泣い大形土偶が11凶， ~fï と RI日!だけのものが 2 似 ( 内 l 個が大形)，頭部のみの小形

-u同が 3個，胸部と足部のみの小]f;，同が 2il札 mo)部のみのものが2f回 (内 l個が大形)，手足のみの破

片が10個程出土し ている。

大形完型品(第14図 1)は高さ21.&:m，Fi j IPI，¥lR. 5cmの中主土悩で，頭部は頭髪を中央からJ分 L，

その両端をf1ijj耳の上で、束ねた安1Uである。頗而は少々顎を突き 出し， 日と口は刻日で同形に描かれて

いるが，写実性の強い柔手[1な風lょうである。 I!I古1)は幅広く横に仮リ ，腰部が反対に細いので， 逆三角形

に見える。手は両肩の先端部に小さく 垂れ下がっている。 月1，]苦1)文様は，両手の付け恨から乳房まで，

上国iに講のある隆起線文を弧状に貼り付けているが，その時起線は肩の部分の上下だけが. 平行沈線

で縁取られている。首ーから臓の上 まで 1*の沈線が垂れ下がり，その両側には 3組の平行沈線が肋骨

状に付されて いる。然し このギ行沈線はすべて中間でx状 を弔しているので，平行 x状文 とはるべき

であろう。腰部には沈線に阿された点文の充頃文カト ー見ノずンツ状に捕かれているが，-{-細に見るとこ

の沈線は点文の充填文を伴なう 一二角 x;Jk 文;で，単な るパンツ丈械の辺縁古I~を曲lする沈線ではないよう で

ある。点えは砲丈貝ーの刺突方[('Jが小部分毎に異なっていて，パンツ状文椋帯の内音1¥は前市Iで6帝，背面

で8f1?に分割されているようてAある。 iJd問lはj並U字形を止してむしろ知かく ，似状を泣する足先には

安1]"でli指が悩かれて いる。背げlil土fJI)斗の |ーて、持木状に束ねた州安と ，後頭部の問に111M約 6cm，高さ

約 1cm，横位の透 し丈があ り， その中にはゐ、色の冷一本"1の、坪eめられている ことが発掘の際認められたが，

洗浄作業'1' 消失し て しま 勺た。府背11の背而には断続する半行沈線カ、横え;し.背中の庄中をl木の沈線

が垂れ下がっている。上胴苦11の背1Mには 3本の、leq-i"it線の大きな安形文;ヵ、捕かれている。パンツ状腰

被いの背面にも，点文のxj撰文カ、ある ことは'j"うまでもない。

日良部と!胸部のみをもっ大形土偶(第14凶 2) (ム円 IIJ/~20 . 5cm，現白16cmで， 前記完型土偶と同頬の
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むののように思われるのて二異っている点のみを挙げる ことにする。口辺に沈線で画した点文の充境

文カ、あるが，文身の習俗を示すものであろう。逆三角形の胸部には乳wがあったらしい円形の刺雌痕

が認められる。乳房の両外側部には沈線に上下を挟まれた横位の平行x状文があり，その下には 2段

t"成の平行x状文が.肋tt状に錨かれている。府部背面には円形竹骨文の並列文に上下を侠まれた 1

2ドの沈線が徽走し.胸部背ifiiには首から零ttFがるj偽巻文を中心にして，平行沈線による大きな菱形

文が捕かれている。頭部と胸部のみの小土間 (第14図4) 'i.同幅lOcm. 税治，7.5cmて二!汀毛・ lf・

日が喜IJ日ある柑円形の隙起線で拙かれている。碩嬰はU'I'から一分し ralii可の上て'束ねているが.その

束ねた髭の突端部には点文の充1提文が十jされている。この土仙の肩部も脳がlよいが.除問である点多

少A撃が呉なっている。胸部には前方に突き出した細tれ、1L/jjが付せらtし胸部文棋は乳房の仙j外側に3

~の平行沈線が検位に描かれているだけである。 背 rfli'if愛JlÍl部と結提との問に償・位の透し文があり.

'~1 g~の背副文様は 2 ~ドヂ行して機走する円形竹作文のj生純文である。 上刷都背凶iには械ìfiLの怜円形文

うしいものが見えるが詳細は不明である.

日目部のみの上{肉 3伺の内 1伺 (第141'!l3)は頭脳8cm. 頭l;;，5 cmてこの:1'，偶にも ralii羽.の上の束ね

をの突端部に点文の充犠文が見られる。!日も .11 ・円は刻 l~ のない現状隆起線で描かIt.後頭部には

わ、航位の泌が見えている。他の l個 (第14阿 6)は. ~ti叫が 4 ， 6cm. !I貞詰iが 5.6cmで.府E・門 -

:'..1などの環状陪起線には刻円が付されている。日IJi髪'i前記作H(I'，偶とは者しく趣を終にし.中央でて

:かした碩裂の形が1山jl{の上と後頑部で円形竹作文によ って表税されているので.現在の熱借地方l京住

:でにはられるようなカールした髪引ではないかと思われる。llti控を拍〈沈線や竹哲:文にはすべて朱色

小 食料がJ'¥'.め込まれている。故後の l俗I(第141刈5)は.頭中itl4.5cm. 州市 4，2cmて二焼成liIi郎、が

註ゴ.は非常に組(. 可成り組w1なっくりて'ある。 頭盟は :ωI~ リ '1 1央で分け . I山jlfの上て'束ねているら

-. ¥か.liiI記各純土備のように束髪部が向ま っていないで¥ 押しつけたよ うに低L、。そして客員の中央

-'ゥ・ら後日良部にかけて l個のtt泊する小干しが穿たtしその孔中には亦色絵料が捜.められている。

?岡部と脚部のみの土偶2個のうち l例 (第14凶 7)は胴郊のl両脇を指頭で強〈捕まみ.全体の形を

三日:こし た象徴的オ'.i尚の岐g'て二 克型にして加4cm，ρiさ約 5cm佐渡の甑IJ、土1尚て・ある。破片には前

三.ニ扇子な制部と.聞いた1刈脚t!けしか残っていないが. i山l脚の先端部には備状の小突起が付せられ

て， 1~であることが，f-されている。

::~1{ ー 克司~品が 2 個. 半分程度のωl!l:J'，'が l 例. ・4 未il崎の岐片は10側近くも出土している。

こ ~'l品のl付の 1 個 ( 第1 5図 2 )は. -I.H毛 ~cm . 知:径 6. 1cmの怜円形イ:版で.文様は中央の 1 :本の縦

て々の耐lWJtニ.角妓った視線の平行x状文を3段佐官・砲した ものである。縦位沈線の上帝11両lU!Jには

;I・凶孔カ'2倒穿たれて.Hl!f;j(状を主している。 人iMfすご1:-.版の ーやFであろう。

三で a品グ)f也の l 例 (第1 5~13 )は，fA:筏 3.5cmのjI]形の小ゴ:版て二文様はrl'央に 1本の縦位沈線が

三 .その向1別に 2:1.ドの平行沈線による対i形文が 1~司ずつ柿かれている 。 この土版は lP'IJr如i 1ょ部に縦位

-".t，Ifi-fUう・ 1f凶穿たれているもので. ペン ダント式仁版とでも呼ぶべきものであろう。

: :r{1支の破片 1111>1 (第15図 1)は.士三従12cm. 制作推定 9cmの大形土版て二文様'i知紬に沿った

ーに' .tf裂の 1同 i加lに.阪線沈線で角形の平行 x 状文を怖 くものである点.時íj .1c完司~ゴ:版とほぼ同じモ

ニ一一コょう であるが.本土版の場合は中心線が魚J紬に沿っているので.織形の七飯ということにな
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る。そして自足疎状の貧通孔もるいので，普通の土版であろうと忽われる.その他の土版破片はすべて

この磁のもので，その中の 1j閣の鱒簡に1;1:，一列のiliU突列点文をめぐらしたものがある.

滑車形耳飾ーー出土総数は約I倒閣で.内8備が完型品.その内のまた 7側が耳栓状1草飾で， 11闘が

臼形苛鈍である。

耳段状のもの7倒 (第15図6) I卓会部資i必孔があり. 大きさは傘申置がIO-20mm， 高さカ'10-15酬

で大小の義がある.臼形の l個 (ffi15閉7)I立，傘似15mm，潟さl伽"である.雨後共に全面に赤色主量

斜を沿っていたようである。

その他の装身具ーー土裂の小3iが30数例 (第15図9}出土しているが.その内約30側はヲ主主1品であ

る.大きさは直後5-8酬で。大小の義がある.形1;1:犬休fJlI杉で.頭部に糸を泌す孔があリ.すべて

赤色主主科で染め上げてある。

鐙図遺跡 A 地点の木製品

締一一朱;長基金'J木製怖が2悩111:1:.内1例 (;P; 15図11寸、)liiI.t'i邸の械附が I.5cm，縦悩が 2.SCm，

1rJ.さ1.仕肌胴上古Iiに3似の山形突起が付けられた飾り櫛である.樋都li全部欠認して.その長さな

どは不明だが， A延滞痕から見ると，非71tに担sかい曲が多数うめ込まれていたようで.自白部の材質だけ

は怒ら〈竹であったむのと思われる.他の 1倒(お15図11上)li頭部がj二反りの似状で横断 7.2t;m，

縦'IIii2. 5cm，厚さ O.7c肌頂上tlflにl.t3舗の小宮提起があリ.その各々の小突起のIlUにも低い突起が1

俗|ずつ付されているので，1l-OI-5 fliiil'> i，丘1買をもっ上反りの. か世 1) 華~な飾衡ということになるo ~首

都は欠孫しているが，恐らく例記のものと向nであろう。

重量因遺跡 B 地 点の土製 品

BJ也点からは土製品は :1 聞記が l 側出土 ( ゐ~21図 I ).形はf世間彩てゆ長後 9.7tm，世it壬7.2cm.文僚は

中心部に縦に I本の)t織がi泊1)。その耐jUIに筏線沈紛の予行 x.1.1;文が. 31'主防白止にt拙かれたものであ

る。仮Lニのx状文はAJ血占のぞれのよ うに角形を足する らのではな く.文字通 'Jのx状文で.その

内部iま数本の平行沈線でJ.!I!められている。中央線の上Illí~j測に 11/!f:J<状1~泊小干しが 2 側あリ，かつ下腹

g~には貫通しなも、小=lLが H悶ある。 F腹部のそれは燃を窓l戒するらのではあるま いか.

以上がま霊I:lI遺跡土製品の全部であるが，このJI幸鰐仰オ.製品の!l'i式締分lふ まだ充分明iiTfになってい

ないので.出・1二階{立を継総しない1浪り 大綱A式のそれと!b¥:のそれとをlx:glJする ζ とは凶俄である。

然し可径や小玉など以外の， ~まほ文微を有する上製品では土i*文織との比較Jr-祭によ 4 て.政る flli支

の推察が可後かと忍、われる。

大 i~JC， 式およびA式の土偶では.牛角状の唆22 ・刻同ある除起線の丹時飾 ・最大IÞnj を もっ服部 ・ 腹部

めli!ji両縄文. などが特色だが. 生官IDA地点土備にはこれらが始ど見られないて j垂水状もしくはよ{

かくし状の盟主製 ・最大申1，1をもっ逆三角形的胸部・巾し訳終段の小さい予・ 奇襲部の点文の充横文 ・1阿部

のIlIJ脅状平行工字文と背中の愛形文 {三角工'f文の変形)，などの新らしい特色が生ttる。よれらの新

しい特色のI凡 逆三角の胸部r1)Jt. 再建苦11の有文の定稿文，王子中の愛着3文などは明らかに大Z柄IJi'(式の

特徴である.また大洞A式や砂沢式の台付土l*の合部に11，後純iした三角工字文の内宮11を透し文にし

たものが報告されているが.ニれはベ角工'f文め縦{立i't線に代位する車11突文が.強化さ1ιてT41i品干しと

なり拡大された Lので.鐙liIA f血点:J:f略説者11の結後と後頭部との聞のi韮L文や.前官員百11から後鋭部へ
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彼ける貫通孔などは.みな相共通する透し文的モチーフと見ることができるであろ う。かくの加〈見

てく ると A地点土偶の殆ど全部は，大j同A式土器に伴出する 土偶て"A式土器に伴なう土偶は 1個もな

いことになるが.大洞A式の単純遺跡と見ることのできる B地点から.大洞A式に属する土偶が一片

も出土していないということは，こ のことを表付ける ものではなかろうか。然しそれにも関らず尚若

干の問題点は残るようで¥胴部全体に点文の充填文を純文した砂沢式土偶の一極類が，鐙回から全然、

出土し ないのは何故であろ うか。地方差として簡単に片付け られないことで，尚再考を要する問題点

てあ るかも知れなL、。

土版についてい うと.角形の平行x状文を地文 した完当日土l以お よび10片近い破片は全部A地点から

:H土 したもので， B 地点からは この純の文械のものは←引ーの岐片 も出土 していなL、。従っ てこの輔の

文総をもっ十~~t，i はFiíJ記土偶の場合と 同様， B 地点にはない時期l即ち大綱A期の土版とはるべきではな

かろう か。

鐙因遺跡 A 地点の石器

石搬一一 50数個出土。 その内てv無fllj1i$峡か と忠われるも のが数例 (第16図40，41， 42， 43， 44，45) 

あるが， それらは特"1.i倣か i守かが疑わ しいれ刺殺なものばかり である。従って明確な石t族は悉〈 有刷

である と言った方が妥当である 3

長さ 3- 5cmの悼状イ ií族が約151[~1(お16r;(ll-12;，その内の 3ft~[ (第16図 1， 2， 3)は中央部の

I'，' WIJ または JL部の-jP.IJ に . 術状小突起がf寸せられている。 結縛のゐの突起であ ろう 。 長さ 2 . 5cmでlÞll~

グ)~夫い長三角形を9. し .制百1，の比較的1:<:ぃ:(j餓が151[，'，[作 (出 1 6 1刈 13-25) 0 1之さ 2-4cmで肩にやや脹

らみがあり，開業形をtl!する石鉱が101[占[ ( ~~i1()阿部- 34 ) 判。 長さ 2 - 4.Ocmで，室長形にifrぃ柳葉形

打f峡が 71[~lfÆ ( ~""i 1 6図35-39 ) である 。

先頭器一一 長さ 5-1()cmで¥大形のJ!!付Ili1i織も しくは小形の打.製イi斧:伏を単するものが10数個 (第

16同46-51)11¥十し ている。その|人jの 1伽I(抗16凶46、47，4R)は先端iが鋭〈尖り， )J~帝1\が丸< ，精

"iAな制i維が加えられていて， • '}ょう己{Iそな尖日ft~I~ である 。 その他のもの(q""i16図49.50， 51)は.いか

Iこも制維な争1)離である 卜， )，長官1;がメJ物状にi単くなヮているので.むしろ このJrm;グ)1)が刃日1;として使

刊さ れたのではないかと思われるよ うなイi総で九る

イi錐一一一 7個出土。長き 4cm-6cmの小形t111:二かり で.摘みm;の形:討ii償刀、":i:JlciJkで.小JlJ)杉を

よーするものが3例(抗17同 7， 8， 9 .摘 み部が比較的大きな縦{止ーの防円形をlAするも のが .11I1jf(あ

• -[';(! !)， 6 ) である。 いずれ も錐部が余リ l~ く ないのが特色であ る ー

f匙 611占J: Il士。内 411/;[{土長さが 5cm前後だが，縦附の['<きが殆ど変、円ない不柊円形 1抗16図53

-liO:で角形にjJi-いも のカ、 111占[(第16同61Iと子ー11月似の縦If3イ1匙が 1flb[ (あ161ヨ15:? あるo 11商

二;土 般に大きく .j':-'iJ;干のnくないも のが多 L、
{I箆一 一 9例11¥i'.o Uさは 5-9cmてコすべて 1'，'j(li }JIJ工. 刀百1¥はみな[(U:Jiiである t抗161';(162，63， 

吋 !人J3制 (あ16同64.65. 67)はH到::(1斧ではないかと 忠われるr己最IJ離が相続である

!発裂fi斧一一一 7f[~[ : 1I 十ー。 [~さ は 4 -15cmで')":'1トがある。 その内 11[8[はl之さ4cmの恢端な小形!京、製"1.1

~ *i 1 7図 l n 器)f~は縄文後Jt月に 多い定角式に jJ:J， て い る 。 他の 5 イ|占[ (約1mll7lは金書111波m品である

-. ';し!日!日な ら長さぶJ15cmtJ_卜の大形でf't手由fT刀のl宍裂イi斧である，lIif査の 11凶 (抗17凶16)はl之さ
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9 cmの局審1))岩製石斧で， 石斧形の礁を選びその刃部と胴部に研磨を加えたものである。刃部以外には

自然面が多〈残されている。

環状石斧一一 l個出土。 ドーナ ッツ引の環状縫製石斧 (第17図18)で，直径8cm，内孔の直径2cm。

外縁部が刃部をなして薄<.内孔に接した部分が表問iだけ厚 くなっていて，裏耐は平面であるから片

刃とい うことになる。

打製七ー斧ー- 6例出土 (遺物笑浪1)図6)。長さは10cm前後で，弧状を呈する刃部には表裏向ーl自!から車11，

い剥離が加えられている。 611，司とも器形は大体同じである。

機器一一5個出土。その内の 11問 (抗17図14)は，表裏が平滑な短冊形の大形礎石を中央で半折し，

そのi}j'れ目に表裏両面から簡単な剥離を加えて.刃部とした機器である。他の 2個 (第17図13，15) 

は.板状の礎石の周辺に剥離を加えて綴形に調路し.その肘状に|胡いた部分に粗い剥離を加えて.鋭

い刃部を作出した際総 (申Ml2cm，長さllcm)である 2 故後の 2個は刃音11の欠失した燐製石斧(第17図

12)の折れ同に.表裏両I師から簡単な剥i殺を加えて打製干I斧としたものと，折れた磨製石斧の長辺の

-(則に制緩を加えて，組引石庖丁の如き横形の， IJ~ き) 1-1要只ーと し たも の(遺物実視1)図 7 )で，)A品

更生の畷器である。

石鍾一一 l個出土 (第17同10)ご長さ8cmの，扇平で長 11な燦{Jのld'i1H1J辺に.打ち欠きを作った石錘

て¥紡錘単の代用品であろう 。

凹有一一 1011古!出土 (第18図1. 2， 3)、砂精製で，その多くはlOcm以上の長十百円形燃行の中央書1)(二、

凹脅11を穿っ たものである。

有剣一一 政部と万身部の中間音[1が存々 1iI占lずつH.¥-I'.(都18図6， 7 )、 スレート製の師 、内 :fi~I)で文

様は全〈 無 し はぽ悌形をiziする踊帝11はj設)..:1111，¥が 4crn， <びれた鋭部のl悩は 2cm，刀身者11は11'央書11が

最も幅広いよ うで，その最 も幅広い所が4cm。 厚さは ~fi者11が 1 cm，刀身部が 1.5cmである。先端は欠

失していて.全体の形は不明である。

石体ー一一破片が2伺11¥土。内 l例 (第181')(J4 )は日良部と穎古11をも っ破片であ る。鋭部の償制i而は丸

いが.縦断泊jは悌形 (般大ITM:{ .5cm 1て-:;;tiiYl)が〈びれている。その文椋は 3本の平行沈線の聞に.鋸

歯状文が2f立に捕カ通れている。他の 111~1I j:刷部のみの破片 (抗日間 5)で.上部に 2 本の浮島I~ さ れた

除起線がめ ぐっている。 胴音1¥断向ーは)L<， jt(任は 2.5cmである。石賀はいずれもス レートである。

鐙田遺跡、 A 地点、の石製品

岩版一一 2i阿山土。軟'tHVk析を扇、leな附円形に特乙その表':&に沈線で文棋を捕し、たものである

が.その l側 (第15同13)はすf'，U立の破片で，'JC¥'1で[立大H、k径10cm，財保 7cm，厚さ 2cmの不可I，wt!~

円形である。 え;様は短軸に治って'1"，たに縦昨の ・似を')Iき.そのJ，':1I'j，fliiWJに似線かつ角形の平行 x状

火;を2段に揃いたものである。i也の l伽1l 抗日|宮1 1 -l 1 もすれ)~どの lil~)~ で、あるが， このんーはやや小形で

完型にして長径6cm，短径 3.5cm， 1.手さ 1. 8cm ぐらいの卵形に j!îい正桁円形l平子の岩J~Ji て‘ある。 文様

;まi毛軸に沿って中央に一線を引き.そのIIIlifl!IIに'，"f中介わせの重弧立;を姉き.かつ現存部紋下端の縦{'/:

沈線に接して腹合わせの一 二角形沈文を 211同 I~~ リ 込んでいる 〉 jt うにこの部分!j:光型品では T)主日l阪の

中央官11に当るので午、 全体の文様!ま縦f!!:it線を 1 1 1心とした 1r中合わせの重 ~)lí.文 を U1に拙き . その '1 1心

部の小空間に腹合わせの沈文をJ~; リ 込んだも の と ，目、われる 。 *'而文係は始ど消滅してしま ってい るが.
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}，{本同じ文様かと忠われる。

刻線石一一 1個出土 (第15図12)。長径11.5cm，短径 8cm，厚さ 2cmの楕円形凝灰岩に原始的な線刻

:亘を描いたもので.表面文様は上半部辺縁に沿って，刻日文状の短条痕がめぐらされているが.これ

;土頭髪を現わしたものではないかと思われる。その下には中央部に l本の縦位沈線が下垂し，その沈

改の上部では 2本の弧状沈線が，左右両側に，屑状に派生している。これは鼻 ・眉 ・顔の輪郭などを

表わす線でないかと思っている。下端部に横にーー線が引かれ，それを底部として上向きの三角形らし

J ものが描かれているが，これは何を意味するか不明でトある。裏面にも中央に沈線が l本下垂してい

る他，方向のまちまちな弧状沈線が何本も見えるが意味は全くわからなL、。

石製装身具一一緑泥片岩製の臼玉が8個程 (第15図 8)出土。大きさは直径4mm-10mmで大小の差

ツあ り，いずれも中心部に糸を通す孔が穿たれている。他に閉 じ石質で.同じ太さ (直径 8mm)の磨

裂の円棒が一本出土しているが，これは輪切りにして小孔を若手てば，直ちに管玉の完成が幾つもとれ

るて次的原材料て¥臼玉の製造過程を示す好資料と言え るであろう。

鐙 回 遺跡 8 地点の石総

石銭安一一2個出土。その l個 (第21図2)は長さ 3.5cmで，銀身がλ等辺三角形を呈する柄部の長

・行娠で，整形は比較的精巧である。他の 1個 (第21図 3)は長さ 4.5cmて二柄部の殆ど認められな

ー・長云角形石織であるが.形態・剥離ともに至って不繋・組雑である。

石錐一一 l伺出土 (第21図4)。全長 3.5cmで摘み部は小さく.不整な円形。Iffi部も非常に煩い。

尖頭株一一3個出土。内 lf囚 (第211Zl9)は長さ 7cm，両端が尖って菱形を呈し，全周辺に細かい

てち形打が加えられている。他の lf!，司 (第21図 7)は長さが6cm，悲部が丸〈先端の尖ったもので，無

;~i石餓を大きくしたような形である。整形打は細かい。最後の l 個(第21個 8 )はかなり大形品ら し

寸ヘ破損していて現長 7cm，刃部の最大幅 4cm，余1]離は矢張り精細である。

石箆一一2個出土。内 l個 (第21図11)は長さ 7cm，他の l個(第21図10)はllcm。いずれも反面

刀工て二表面には縦に不整な稜が通って~ 1) ，.刃部は長軸に対し直角で，薄〈鋭い。両者とも剥離は

きミ:こ幸比大である。

F蒋製石斧一一破片が21岡出土。内 l伺 (第22図16)は現長lOcm，刃部は -直線で定角式磨製石斧に

ごし 簿手の角桜った形態である。他の l個 (第22図15)は現長12cm，刃部の形は丸〈厚手てコ蛤刃

ーE者製石斧である。

吋5i!l.:(i斧一一 lf閲山土 (第22図17)、所謂独鈷石で長さは17.5cm，中央部に 2本の隆起帯がめ ぐり ，

ニウ|内側に明確に按泊剤のアスフアルトが付着している。特色は両端が鶴哨状に尖らずに，長袖に対

てl竜角の石斧状の刃脅11を持っている点である。

引 iiイi斧一一 l引IHIJ1.. (第22図18)直径11cmのドーナッツ形現状jお製石斧の外周に 4f闘の切り込み

~ .." I_.たものであるが.外尉の刃部は両刃で表裏両面から僻麟している。

三:出ー一一211占|出土。内 l伽1(第21図12)は長さlOcm，板状の聴を飯しゃも じ形に調繋し， 刃古11とそ

オi立にキrI.~、終形打を加えたもので， 4発形の一悼と比るべきものであろ う。背部と腹部には滑らかな尚

一Iが多〈 残されている。他の I個 (第221χ117)は，板状に制服した知冊形の枯似岩のーー端に，表表

一:j から簡単なffdJ維を加えた礎~N:で，特色は最ー初か ら fl_{~止め石を削いる li)十に特色が見られる。
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石棒一一胴部のみの破片1個(第22図19)。スレート製で断面は丸〈 径1.6cm。その他は一切不明。

以上鐙田のAおよびB地点の石器と石製品で.目立った点だけを挙げると，最も注目されるものは

A 地点で棒状石蟻が非常に多量に 出土してい ること である。 とこ ろがB地点にはこの種の石錬が 11凶

も出ていない。従ってA地点のこの種石鎮の大部分は，B地点にはない新 しい時期の遺物即ち大洞A

式土器に伴う石族 とA考えるこ とができるのである。

石匙ではB地点のものは全部臥牛形の典型的な償型石匙であったが，A地点のものは刃部が弧状を

なす三角形石匙をふくむ，ずんぐりした不笠円形のものが大部分のようである。 そしてB地点にはこ

の援のも のは1個も山土していなし、。従って前記石鑑の場合と同様.臥牛形の横型石匙は大洞A式に

多 く ， 不整円形のものは大j同A 式に 多 ~" と考えて良いのではあるまいか。

A地点の背中合わせの重弧文と腹介わせの三角形沈文を有する岩版は.青森県平遺跡の土版，岡県

是川中屑遺跡，秋同県半谷地遺跡、の岩版などに出土例があり .大洞c.式ないし A式に属するものであ

ることは既に知られている。然し同地点の複線角形の平行工字文を描〈岩版は.既述の同じ文様の土

版と同級，大j同A式に属するもので、ある。

A地点出土の石憾の頭部には， 3本の平行沈線の山に 2段の鋸商状文が横走しているが，既にA地

点第 2.11噌土保に就いて述べたように、f抑制状文が三角_L'{:文の極端に筒絡化されたものであるとする

と ，このむ悼の鋸幽状文 も同様で. 編年 (I~Jには 大 illíJA ;:¥:_j-_器に比定すべきも のとし なけれは‘ならない

であろう。

A 地点の石剣の鋭部形態は梯形で¥時lij記11悼の頭部の縦断面形態 E同ヒである c 耐'ILな石食Jjの頭部

外形と. ;lL~ 、 石悼の~JH'HI をわざわざ縦';ÏiIJI ) して ， その形態の矧m..lt を比較することには. 多少の)!lF，聞

が感じられるが，大ilロJA式土器の最も特色的な23形は梯形であるのみな らす.この傾向は土器の全般

に伺えるものであるから ， 有悼の問者11に ~'il'術[状文が刷いられていること をむ併せ考えると . その縦断

I(liと石剣の副部の形態とが同じである ことは，必ずしも遇然の』欽とは言えないものがあるのではあ

るまし、か。

打製"{i斧は非常に少なくて，むしろl沓盟主i斧よ りも少ない紅である c これ:二縄文時代の-般的傾向

から見れば.奇異の!長に1Jたれる現象て二逆説的に言うとjiT製れ.斧の方が多くなってくる傾向さ えが

伺えるのである。即ちi両j頭石斧 ・相l型li出丁 -EZi状イi斧 ・多矧-<-i斧などのf誇裂石斧系{i*fの位類が彼

かに刷力日してくるこ となどがそれで町ある。

周辺遺跡の遺物

塞の 神遺 跡の 遺 物

(括弧内(手打器1

;十
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上掲統計表でわかる ように， どうやら発掘調査を行なったと言えるのは 1A区， 1 B区.1 C区の 3
区だけである。従って資料不足の誘りは免れ得ないが，土器の器形文様について，以下極〈大まかな

分類を行なって見るこ とにする。

塞の神遺跡の土器 ・器形と文機

〔第u洋土器〕本群は塞の神遺物中で，最も古いu寺期に属するものである。

(第 1類土器)沈線に画された梢{立楕円形， もしくはそれが更に横に流れた磨消縄文をもっ土持で

ある。

第 l種土得一一口縁部および頚胴部の無文部を滑沢に僻j宍し，みみず脹れ状の隆起線文をも ってLI

縁音1)を飾り，頚部および上胴部にはみみず脹れ状の隆起線. または太形沈線で阿した!終消縄文をj池文

した， 厚手深鉢形土器(第23岡 1， 2， 3. 4. 5. 6， 7. 8)である。

第2棺土器一一一第 l類土器と殆どloJじであるが， 口紘脅1)に大きな把手の付された土器 (手¥23図10)

である。 また口縁苦1)や中1阿部に，大形の車IJ突安IJ点文て・縁取ったli経起線の区間文;をもつもの (第23図9)

もあるが， この純七.~も横伎の惰IY形!宍消縄文を伴なうものである ー

〔第 24洋土 6~J 本4tY は容の神遺物中の，中凶の古さの十ー~41ïである 。

( 第 l 類土探) 口綾部や~J部に il:.\巻文もしくは. それに代位する文様 を付 していて，縦走する 'Iê行

沈線文が胴部の殆ど全面をtt¥tう土十fitである。

tP;1樟土器一一口唇部はt'1，r;文で外反 IJ将←1'.もしくは阿部の数fl.'il1i)Iの縄文地文上に，沈線の渦巻文

または重弧文を拙き，その文様を起点として縦位の、l汁j.;t線文がijIol部 ーI(ljに民間jする土持 (第23図11.

12. 13) である 。 他に口将mlが大きな波状を ~r~. L， その;1とJi'!百1¥に，間いiTI弧文に担任せられた大きなP1
孔をす-ち，顕部に 1本の突iif文をめぐらせた深鉢If3土日出(あ23凶16)て¥ 上月I，il行1)に数条の、1'-行沈線を

異方向に料行させ.交差させているものがある。 また[，iJ十利二了f(1，瓜文で世|んだ;1:.¥在文のfU日文をit.:伏LI

縁の波頂吉11に持ち司 f良部をめぐる 1+:の沈線の卜 にギ行沈斜lの似状文をむつもの (お23同15)も，恐

らく JI岡部以下には縦i立の・|汁t沈線文が民間jしている七のと忠われる それ以外にも T~まの口容苦1\ に;/11)

巻文に代る刺笑文をもち‘ その Id 者1\以下:こを~i 11庁 彩 グ) ;'t線え;を縦 f~::こ f .j" 1_ たもの ti'i23 1';(11 1 )なと。があ

る。

第 2H-t{fi;;一一 JJ阿部破片ーのみで.口同じ文様:二不明であるが，ijJ，J部はf!{i走制はを地文とし.その

一卜.に縦位の;Ië行沈線文を全I~jに tñi\ 、た上総 第23図1I. 18)である。

(抗 2Ui ~I .-器) I狩消文系、の土日誌であるご

第 I伯土器一一-IJ紘音1¥は賀県文外Ii.し :hi白li以卜がユド行沈線の門前文風なl防総文と なってー刷長1¥の全

面iをN"Eう土器 (第24同 1)であるが.-f行it縦の内部だけが縄文;で， その外自1¥の縄文がすべて不完全

ながら)宍I肖されている。

第2村 f:器一一 LI紘のない胴百1¥のみの似片であるが..t也文カ噺|かい縦位の条浜文で.そのトーに比較的

ITMの広い平行沈線を縦走させ，その!人民1¥の条政文;だけを桝り消した もの (~1L3同 19 ) である c

〔第3M土持)'l'tf;の神i立物iドの，肢も 新らしい時Jijjに以する上泌すrであ る。

(第 lまfi第 l随ーL昔話)は縁部に 1-24:の突'HY文をめぐらせる 土器て¥ 同紙だけ しかない (部品

凶12.13. 14)。文持は上刷背1¥に沈線の幾何学的文械がめぐらされ.中目l'iJ{ffi以ドを!!里文とした上保であ
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る。

(第2類第 l利ゴて探)本類も一種類だけで.口縁音1¥に刺突文や竹管文をめ ぐらせる土器(第24図15，

16， 17， 18)である。 上嗣音1¥文様は第 1類土器と 同様な，幾何学的文様である。

(第3類土緑)主文に帯状縄文を用いる土器である。

第 l柑土器一一太い沈線に画された直線的な帯状縄文を.口唇下に 2-3本平行的にめぐらせる土

器 (第24図 6，7， 9)である。

第2桶土器一一口唇下に 2-3本平行的な帯状縄文をめ ぐらせると同時に.頭部と上胴部に帯状縄

文で，矩形文や区画文を描き中胴苦1¥以下を無文とした土器 (第24図-L 5)である。

第3椛土器一一2-3本平行する情状縄文で.上胴音1¥に曲線文を措き.胴部以下を無文とする土器

(第24図 2，3， 8)である。

(第4類土器)条痕文 ・縦位撚糸文 ・制H文などを主文とする土器を一括したものである。

第 1桂土器一一 口縁音1¥と口唇部を除〈 土器の全面に.縦位の条痕文を語文した土援であるが，この

種土器片の中には破片ーの上端に横位弧状の平行沈線をもつ ものがある (第25図 7. 8)。

第 2 槌土保一一口紘部の上端だけが~，~文で . 以下の器面全部が経位控糸文の土器である 。 本種土器

の内には縦位撚糸文の上端が. ルーフ')t~止を呈して いる ものがある 第25図1. 2. 3)。その他に撚

糸の側面圧痕文を頚部に I本だけめ ぐら し.それ以下を科行縄文にした土器 (第25図 9)もある。

第3純土器一一口容部上端だけが無文で¥以下の器商が全部告糸の語呂文となっている土器 (第25

図4， 5， 6)である。この極土特には上端に平行沈線文をめ ぐらしたむのが，本県大湯遺跡では出

土している。

以上が発掘で得た塞の神土器の，得形と文様の全部である=

第 1群第 I類の第 1-2種土器はすべて，みみず脹れ状の特色ある陸記録.もしくは太沈線で画し

た横楕同形の磨消縄文が描かれている点て二広義の大木10式土器に比定きれるものである。一般に太

平洋岸の大木10式土器の楕円形磨消文は，縦位の撚糸文のみの如 〈解されき幸ちであるが，斜行縄文の

ものも伴出していて，必ずしも撚糸文のみとは限っていないようである=のみならず塞の神遺跡、から

南方へllkm離れたijt:勝町下馬場遺跡では，地文が斜行議文の慢情円形警法文土器ばかりを出土してい

て.そこからは縦位撚糸文の磨消文土器片がー片ち 出土して.、乙.. ¥のである=吾々はこの種文様の土

器は恐ら く縦位燃糸磨消文土器発生の母胎をなすもので.この種土器だけの文化期も.少く とも当地

方に関する限り実復したこと があるのではな L、か と考えている=

第2群土移の器形は口縁部がくの字形に反転L.明部下端がつtl'まる形て二文様は.直線的な平行

沈線の縦位文様が下胴部まで伸展する もの.平行;t録グ〉唐草文風な曲線文が下胴部まで広がるもの.

などがあるが.いずれに しても之慌が.胴部全保:こ箔かれる点が特色であ る。 またこの時期の磨消縄

文は，縄文部と!袋消部の境界が明確でな く. 半t奪i自の状態が多いことも，特色のーっと言えるかも知

れない。

.1)，.1-.の諸特徴は|約束では堀之内]式に)，UJ7.Lるものである。'1'行沈線によ って府ぷ文状の曲線文を

土器の全f(!jに描 くものは，本山一大i易式土日日中の一吉1¥ゃ.青森県十越内遺跡土器に見るところであるが，

これらが明之内 2式に比定し得るか何かは問題だが.北方的特色を持つ文化であることは確かである。
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tfi3群土器の器形は口綾部がラッパ状に聞き，円筒形に近い下胴脅ISもまたその最下端部で開き気味

になっている。意匠文様は京1J日や刺突文を加えた険起線文を 1- 2 本日縁音~にめくらせ， 類部と上胴

苦11には沈線や帯縄文で幾何学的文様をf齢 、たものが多L、。fI3_しその幾何学的文様帯を頬胴部以上に限

定し，その下限を 2-3本の平行沈線で回し，以下を無文にしている所に特色が見られる。また第 3

群土器の磨消縄文は非常に明確で¥沈線から縄文がはみ出すようなことは，絶対ないと言って良し、。

以上の諸特徴によ って見ると第 3群土器は，関東堀之内2式に比定すべきもので，大場式土慌の最

も特徴的なものがこれに比定される。然しこの時期の塞の神遺物中には，同じ県内の遺物でありなが

ら特徴的大湯式土器片が一片も出土しないのは不思議である。

石器は出土量が少なし堀之内式特有の極小で定角式の磨製石斧が2flQl (第18図10，11)あるだけで¥

その他には目ぼしいものが殆どないので.詳細の記述は省略する。

鐙因遺跡をめぐる周辺遺跡と遺物

縄文時代遺物一一鐙回遺跡の南方 150mの.外堀部孫と新城部活の聞の旧村道 (現ili道)の中間部

道路脇から，縄文J也文上に粘土紐の平行沈線文 ・波状文 ・曲線文などを貼リ付けている厚手の胴部破

片が，20片程 (第25図10，11， 12， 13)出土しているが，これは縄文中期大木8a式土器である。出土

地点は標高95mて¥ 錯田遺跡周辺では最も比高の高い所である。表の神遺跡、はこれより 1m 1，止し鐙

囚遺跡は塞の神よ り更にまた 2m低くなっている。

奈良・平安時代遺物一一須恵器と土師滞の倣片が各々 l個ずつ，鐙回A地点と未調煮のC地点から

表面採集されている。 A地点のそれ (第25図14，15)は，土師器が色調茶褐色を量する糸-t;JJJll;て1 器

形は下胴部器壁が外イ頃しているから，浅い杯か盤の類であろう。須忠器は表面が!疋明な償位条伎のUT

き文で，裏面が同様の浅くて乱方向の文僚である。 口繰音11が強〈外~JT している大形衰の破片である。

C 地点から出土したもの(第25図16，17) も.土山fi器は糸切底て¥器壁には ロクロ使用痕が見える。

須恵器は横位条痕文の克明な厚子大形土器である。

松岡経塚ー一一鐙用遺跡から 600m丙方の山腹 u十JI羽丘陵の支丘)にある松岡経塚は.金銅経飴 ・須

定、器や土師器の完盟品などを各々数11討ずつ出土した大形経塚であるが.年代は金銅経筒に奔永三年・建

久七年などの銘があるので平安末期のものであろう 。

鍬柄遺物包含地一一鐙悶遺跡から約1.0km東方の湯沢市山岡鍬柄地区て"(j:，昭和47年度の県営圃場

並備工事で完全に破壊し尽された遺物の出土地点が数個所と.籾の貯蔵用竪穴がーカ所発見され，多

数の土師器破片が採集されたが，底部はみな糸切底であり，混在した少量の須恵器破片には日丁き文の

条痕があった。

以上が鏡回遺跡をめぐる極〈近い周辺の， -{:附器および須J11昔誌の1'1¥土地点であるが，それらが距離

的に最も近い松岡純塚に関係するものか!.1えはまた多少距離があるが当地方の政治的拠点であった雄

勝城挺定地 (;j;j後町足田)に関係するものであるか.は今のところ明確ではない。(山下孫継)

第 5章ま と め

立地条件
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錆同 AJ也 a止の周辺は文7;邑りの(t\i~U也'jii7 で . 制の日のよ う.こ立F.'_交話する沼;荒:立遺跡、の一部をも

位しているが.これは勿論現伝の地 If~て\ これがその まま fE支遺跡の詩そ.二三て運~， てj盛岡できるか

育かは問題である。少4くとも大l'jiIJA式土i与を包含する. ヒ菅吉町章特三含害現 3宥 そのものは低湿

地遺跡、とは言え な L 、 。 そしてその肘Ij'には軍事しいJE一物カ : ~含き 1二てお I そ わ発担調脊 も苫'J国のギJ也

遺跡のそれと何ら異なると ころがないε

ところが遺跡lドリリ1¥の 2D・2Eの2グリ ット てつ二.書写 3育子中空Z.二上下7)黒褐色土層とは全〈

対照的な色子干の.f青白色のローム!回状薄暗 厚さ 3-5('m シ. 1 本fご.~ ft"空 L て . 、 るのが発見され，

遺跡北端部の 6[)・6Eグリ γ トJこ於て:二二 jしが:2-3'層重曹そなLて.ュる引が発見されている。こ

れは乾燥すれば!火山色:こはえる ので.初口:二f夷菅ではな.寸・と主主ったが.矢芸，)軟弱な地盤を同める

ため噌外部から土をi主んできて吹き 勺ので. にさ与吉でなさ月たで.二なかううかと考えるようになった。貼

床が設けられてもi)とし て不思議て;二三・弓.三号 3嘗下冒誌の主皇室;之教室であ_Jニカ・みである。百うま

でもなくその 1';( jJ~ :二 '-l~・ 4 育 ?ずでそ主ξ砂壱キ.ニふ く まれる多量のEE下~て・.そfーが何らかの理山で

i参み上ってきてJI.'f1lfお3育ア下胃音むをキ'ξ.ニミミらご・ くするこ E念Zみったので-あるまいか。

もともと第 3府グ〉生活百三 'pJ:; で・ ア 乏さで童三委するよ う .こなった.第 4 壱 !::.~7)凹 J也に常まれた

ものであるかう. 多同 七Lく;二F三%‘J号九二乏てて矢三:;幸人上っ てきfニf，南?くご・:え入してくること

は.必すあ -，た筈ておる そんな汗'そ:g:~三月るケ て・主主宍てーあ針 それt..1ヰ.ニニ ケ ζ う な i・H空のローム

:rk:U語力fどう Lてこんな日fr:こ存「正するブコ・，zi主 主主号すること三rできな.、_. ::~.こ設し水分の多いj立

間;~t;詩書li; ニ於て:2 '者::;.'[1:.:二二 1しがJ佳千代さして .ること.zー壱こっ皇を渓くするも のである。析しこれ

が以床であるとすれと~ :1 屑の造物;ヰケ層:二典型計な:E:i~三・童詩 E.三言えな・・まてら . 間接的には〉、

保リ 1氏，'!，U也と問係の深い遺跡であると Jえる ので;二三 " と三二子.=rて三ー もってお ろ-)0 

J-.I阿部生活1MCl)tt桁一一_，~~ ~ r育j立討の平図形:土記長 、て長-'二.主主主要ケ二千 ，宮崎を想起させるよ

うなものであ ったが.:Jt似のj韮fi":ニウl._て之ニ宇部アペ長コ急.こ士 二ー っ て.全:玄の =~:~t ~大なしゃもじ

形を呈するに烹った。従ってこれを IfI司の佐再三と考えること.二三三不3"""芝てある ，_.さりとて数FI

のtU計上止の集稀であるとする論拠も会然発見すること え・てきなた.->二=そ二て主主持'_1与る断片的な L

のとしては，僅かにード記のものがあゥただけである

J-.J百官ISj童物包含府のIj'央部丙紘lこ勺る 6Dグ')"ト と.中二三主喜三子主.こ当る うCおよびiGグリット

に於て J且物包含層のJll紘に沿って.成苦1)をトに した半茨士号τピ シ ミ三べ七れていた。ニ}.lIJ.

目立l¥，.、て， i えば‘ 地1Mに注した l五似の*~出音1\の隙間をふさ く i j ft:プ .. 主 ' 土プ- .~て:二なかろうかと，141、

われる。 また 6Gグリソ卜とそれに|線接する 7Gグリ y ト:こ:二.そアのP と2三三日.ケ白溢，リiH線浪にj沿合つた内f側側H則1 

に、 大1休体'"本，:i深采さ llcm川澗I打m人 j直白宣;任i日5c帥日mのh灯i:i

から{は立E問雪祭tとj共bにイ 日持品}ハ;令カ、 2- ~ 1骨伽例I~州h川|ずつ7党と』μL された。 こtれLし強いて 4巧号え1仁E一.工二 I.i尾三托限lグの〉γF干下卜ド'j端品5却Eを支える/小lト、

二主主十打れi主一ではなかろうかと思える。

1-:.1.、 lふTel命的にいうと八地点では.その杉しい遺物や多:r::の木jえによ勺て.上層部生活1Mの存在だけ

:剖甘い15できたが。 u二村I止形態などにつ L 、 ては . 従来の多くの縄文I1免期遺跡と ItÍJ f;~ . ただL豆大な生活ia

閥、という以外Mら幸iifiiiすることが出来なか勺たのが残念て。ある。

十)@ffli佐川1Mの111:十作一-11灰色細砂層 (部4)百)の下層部生活面 (泥炭化M物質堆積層)はA地点
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!i11・の令而に存復した訳ではなく s 新排水語専の周辺J!Pち上層部こEIi5廊の北三l:.ilIlの点下からのみ発見さ

そしてその他の地点にもこのような泥炭化鈍物質堆綴~ゃ下層部生約IIiÏが存校するカ&か

二世tては未認首公の現夜{可と七三えない状態である。のみなりず党見された下層高品'1'.泊耐に就ても.

-ている。

四

戸、

1M却賢治li'1腐の内音11や卜l伝部をつぶさに調べる時間を治ど持ち待なかったことは今次訟11.1:中の紋った

ー，'frH史学て'あった。

そニで私i主t~資料不足を党fEの上で. J:).下泥炭化i遺物質JIj;.際対上n'riの傍iJlについて諭仁るよリ他な

Jニとになる占\ 予備調愈仰の地!~}時、倹明 ト レ L チ I C トレシチJ に於ても ， また本利作で兆，'1.1した

zt炭化相物質j位~U話寸:IIliからも同ioUこ。Il!)i;[可能な十.苦号待や後鈎.11島ijj・8;時的』などが多数;[1土してい

ることはF正{:述べたi母りである 従ヮてニこが生活簡であるニとはw.r絞めない所であるが.然しih!.

'1tlt.M:物汽JiH世層そのものの'nr!¥に就ては. I~己の1mき終必もまたfJリ得ることと思うのて」ー応の倹

ct.t を}.I(Jえて~o!.るニ主 E ずるe

@ MJlIをflfI有する必咲から. ;弘、部分にいわ，)，る r1北上住民 4 を.f.tんたc

⑤河川を中心にその問辺で!益穴( i~m を I; :l:ilt寸る

らかの作業を行なう符定的場所として I'~J用 し た。

Jj守 ニニをf丹市E(l(J地裁もL<I土生活のためのM

ヒヲ 河川|めl{l.;位によって崩壊した生活It1の巡物カ. l-.iiii.の附木と Jtにtiiきれて*て. このJ也仮にi1~

留した=

以上のI"I;Jで~Jí1も妥当性のあリそうなもの，j:':ÊJで. (i)め肝U土佐J1fl'jJJ:l1)延は排水浴を11ii制した|経.その1JH

民正に j~，:h した 8 本の特例じが， Wi例しになっていたIH本の切断耐であ勺たことが'0')，吋し た今Hでは， 2R 

d/!.'こJ長〈俗説として斥けるより i也ないであろ -j"f~の~1fêA-: 説やi量約めi!lt ，:説':J.，

す艇の流i主ある川カにの周辺にあ司たとはJi!!'以上伊U~主庁えられないし.

大きな木村を1'1'L i~E 

また{抗jえそのような.思いカ吋す

ない大洪水があったと LてL. その散しい流水にt1j'し流された比震の震い九工泌物yV. 1M繁 I#.tl支

1M斡'などの合理的なJ佳積層のょに句 j点!.tもせずにきちんと乗っかっているなどという二とは例政考え

られないことである。燃し例え@説をとると Lても. 終記副~JJ出J戒だけに限定して考える訳iこも行くま

いと思うー 今までに発見された111:泌地j主将でもさ化(!~.'lliAA:と牢ι られたIl"íf例jj会〈ないし. _1: 1偽や土J~.旺

の~が出土したからと百円て祭紀的逃怖を l宇なわない然喝を ;tH~することは. J!匹攻がj越ぎるように思

わiLる。 そ二で祭1善的f培併をも含めてTU!めて広義に解釈し、 生活!ニ必~な何らかの問的のための特定

のE晶fiJr， として授<Jjが当I創hl:も42当な表校てのゐろうかと，11'.われる。

特定の場所主 L、う青菜を具体的l二川11月するとよえのよ?になるe 総物質i佳h1J留の地点が水jgで¥九った

その 1rよ.lti[!助言(J倒産1替の.It.詰li現政水というニどで. 流水との関係l:i次の一つの場合カr}jえ句nるe

i受しめ水閉であるが， そこは地下水を含む汀灰色縦砂層 (~.[ . 5， 6 ，¥'ii Jが物{古〈厚〈. プルドー

ザ-6めり込む艇であるから.者二も今と:怒り〈同級に流水があ勺たらのと思われる p その~ (.j: lili物質

地税!替のl剖)J外U1Uの地層lム始ど樗Jパ色縦砂l百lまかリで. そのJ]j!:さliJ ，nを縫え.世lぃiルt受精のJt主山

直上から度設の水田和十土!替の低下I~ 土で;]; しているョのみならずそのJ車j習の内部には例絞もの砂町主層

が介従していて(1¥Dグリ 吋トのIi')fi:に阿仁1.f: 11i ~'Aéì1kの，，1(.ーい時が岐有あゥたことを物語るむのであ

る.tili物質JjH貢l習の夜半音li:ま多少比高が骨l:'‘のでf去には水を絞るが、 らともとは組半f，jlと会〈同様な

織物質jj~r世轡で. この地点の双方外縁苦IlIiヨえよj[<まて・主主りよるI也山の砂僕憾に後続しているカら.
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ここは丘続きということになる。従って結局植物質堆積層の全体は，北端と西方外側に流水を控え，

東側は丘続きになる水辺の足場もしくは台場と言うことになるのである。

前述したように植物質堆積層の堆積状態は非常に合理的で，遇然の結果とは考えられないものがあ

るように思われる。床面に相当する堆積層の最上層には， 約 5-15cmの厚さの樹業が撒密に敷き詰め

られて，圧縮された馬糞状を呈しているが，その床面を支える中下層材料には樹枝や太い樹幹(第 l

図14，15)などの嵩娠る素材が用いられ.それらすべてを績に寝かせて敷き詰めている。然、しこのよ

うな堆積情況もまた全面一様ではなし沼沢状湿地に近い北端部の比高の低い所では表面近くに枝を

払い縦割りした太い木村(径20-3()::m)が2本.平而を上にして横たえられていた (第 l図15.17)。

ところが僅かながら比高の高い南半部では.大木の樹恨が自生状態のままに残され (第 l図16)てい

て，そこには大き な樹幹や縦訓りした大きな木村は全〈見られなかった。つまり比高の低い水分の多

い地点では， 足場を堅固にするために大きな木村が.意図的に多用されていたことを意味するもので

はなかろうか。若しそうであったとすると， これは勿論遺構と称すべき程のものではないが，一械の

水辺施設と解釈しても良いのではなかろうか。

土器一一A地点の最上層部 (第3層の上層部)遺物が大凋A式もしくは砂沢式土器であることは.

既に述べた。然しこの揖土器の包含層が第 3層の貼床より上部なのか，それとも貼床より下の第 3層

下層部にまで及んてdいるのか.と言う点については速断し難いものがある。物質堆積層上面iから出土

した土器はみな，典型的な大洞A式土器 (第 l図18)であって疑う余地がない程明確であったことは

既に述べた。従って土器型式が最も不明確なのは，第 3層下層部の土器だけと言うことになる。具休

的に言うとこの層位では大洞A式土器と A式土器とが雑然と同属しているようにさえ思われるのであ

る。若し第 3層中間部の貼床が，両型式土器の境界線になるとすれば問題は至桜明快に解決するのだ

が，残念乍ら第3屑上層部遺物中にも大洞A式土器が混入しているので.割り切れない気持にならざ

るを得ないのである。

こ の問題の解決は，大1同A 式土持と砂別式土.:?~との編年関係の上にも.影響を及ぼす重大なもので

あるロ既述のように波状口縁土器の11J形突起部に施文される三角形沈線文は‘大il司A式には全然見ら

れないのに，砂t尺~\には明らかに現われている。 |孟j県 ii所式の綾線の三角形沈線文を持つ土器が. 三

角形沈線え;を全く持たない大j岡A式土器よ 1)新らしい土器だとすると. 1本の沈線だけで三角形を柿

〈砂沢式や鋭問A地点土器も.大ilriJA式土保よりは幾らか新し い土器と言う ことになる。来してそう

だとすれば鐙l:HA地点の大綱A式的土器と砂沢式的 u慌の出土層位も同一ではない筈てに両者の呪界

線を'filJ処に求めるかが，改めて又問題となって来るのである。然、し残念ながら これはみ;遺跡では倒!底解

決できそうもない問題で，層序の釧万IJが町JIj'((1，;:新遺跡、の発見とその議~1'f.*古来:に.期待をかけるより他

ないであろう 。銃IIIA地点最上府 (第31(9)土持の内の、波状U縁のj皮頂部の一つが特別に大き く先

達して台状を呈するものは， rl 縁突起の複雑化を特色とする砂川式土保時代のーー般的流行を示すも の

で，その小の一つのローカルカラーとはるべきものであろう 。

土製品とわ製品一一土偶・ 1.，版・岩l阪などの内，岩J:&の例以外は全部大j同A式:L総に伴出するも

のであった。これは典型的な大illIJA式土器包含層である泥炭化問物質J佳積府の内部が殆んと調査でき

なかったことから来る資料不足に原因するものと忠われる。
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従'*の土偶に関する先学の所論は大j同C2式土偶 とA式のそれとを同型式として，その聞に殆ど差別

を付けていなし、。 そしてその代表的なものと して午角状結受や隣消縄文の腰被いをもっゴ:偶と，背合

わせの重弧文やR!l合わせの三角形it文をもっ:Uitiや岩版などを挙げている。主任凶A地点では前記岩版

の 例の他， H~土地点と 層位の不明憾な牛角状頭髪の破片 l 片と隣消縄文の腰被いをもっ:十.備の片足

の破片 l片があるが.これらが大i[ti]八式に該当するものであるかも知れないと考えている。

石器一一Af也点から移しく出f-_した大i!tilA式の惨状石織は注11に価する。かくの如きJ.!けたの石織の

多出は縄文時代の全期間を;mじてljilfYl作勺ないことであるし .~ilJ 突用不11族としては . 機能的に最 もすぐれ

た ものであ るから . 伝統的な狩猟tH析か枇 I~j段|;告に j宝 した JI寺代と }よ る ことができるであろう。

ところがこの時代は.只jドに動物n食料の魚産技術がIt:ii~':j段階にj_l し た というだけではなく， 植物

件食料の生産技術に於ても新らしい雌進の見られる時期で， J特製イi斧の盛行がそれである。ゐー器の:常

において.打製石斧はむしろ減少気味であるにも関らず，刷日ifi石斧 ・宇fL型石庖丁 ・現状石斧 ・多頭石

斧などの，J会製::{jJ手系石慌の陣類が俄然多くな って米たことをjAべたが，大j阿A-AJ.tJl凶になると燃

器までがこれに同調して米るのである。

i存い十11.状のisf原才7ペヘ料ifti.岩の似状最IJ片や，，持製イi斧の{波11-1仏主どの. 表裏filJJ聞が平治な石村が特

に選ばれて， そのー-Jllまたは -端に似〈簡単なメjを十jけるだけの，従来余り見かけなかった償法が多

用されるに苧.る 。 桜端なものでは長さ2仇m，刃部の~i，\l 5cm ， J￥さ 2cm紅の，鍬形の似状礎石が数個出

土し ている。 この礎石の刃部に当る存1¥分は.博子の自然面であると日う だ‘けで全く加よLの痕がはられ

ないので，これを際日誌であ ると断， i することは~Ifし いが， 全< liiJ If~のものが数f岡山寸:しているし . 手

に持って見ると土部き要日 と し ては'大に仰いよ いも のなので\ こ れもまた上記似状際時に i\~ずるもの

と考えるこ とカ《できるので はないかと存え ている。

従来際器は打製石斧の不足を補うキfl製品としてのみj-1fl解されてきたが.主fffBにおける機器は刃部よ

りもむしろ ~fffヤーかっ ・|三計?な 下l 然 f(Jjの 1ih(jlUJtされる時背任.l!11ち刑事HI斧の代用品として使用するこ

とのできる暁総. としての1'1:怖の万が';31ま~てきた ことが出ヒさせらJ.Lるのである。

i作製モI 斧の本来の用j金(ま . 世 界 史(1'-) : こ L 、 v と I;H井!廿~~-であ 勺 たか. 上記の在日き礎持グ)'It格の変遷は .

むしろニのl併製イI斧の本来の用途(こjfj-すいてきた ことを，j，すも ので. この ことはまた以〈邪道にさま

よ っ ていた円本のj済製石斧の用途その むのが. 原始的栽t古グ〉胎~fiにつれて本末の姿lニ帰ってヰミたこと

を.暗示するものではあるまいか。

ともあれ鋭回 A地点第4屑下層部の泥炭化刷物質I佐積層の上1(11から:1¥十ーしたクル Eは清ろく べき量

で，係集したものだけでも阪に 2∞11占|を越したれ!てιある。このような杉し い食料品のl:::j生地点と人聞

の肘住地点とがil!l!然に一致す るとい うことは到ほJ7・えられないことである。 殊にクルミが本地方で

は縄文早期 (雄勝町の日井立岩陰i立跡)以来.奈良平安時代 (i以){ilH秋柄の食料品貯蔵用幣穴遺跡)

に亙るまで，民衆の主要な杭物竹;食料てあっ たことを，思うと.その!盛を深うせざるを得ないのである。

そして同時に私達は縄文末期人達が， 健康上からも 'I~活現境-''.からも決しで快適ではない筈の湿地帯

qJに，好んで肘を占めるに至った最大の理由もまた.水辺には飢をi変ぐに足る刷物竹:食料を定期的か

っ安定的に供給 してくれる樹栂が，多数白生繁茂していた点にあったものと忠われるのである。

(IIJ下孫継)
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図面2 大規模圃場整備事業現況平面図
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第 9 図
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第 12 図
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第 16 図

(鐙旧遺跡A地点出土遺物)

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

事
zt' ， ‘ 

告
. 

t 』J 
、

，. .‘ a 
ミ

J h￥ . 

~ 

13 14 15 16 17 lR 19 20 21 22 23 24 25 

• 
G 

、， . 
・、e柄 、F・ モ

司可F 'J 
! 'r ;r v .'V 

26 27 2R 29 30 31 32 33 34 

導 、、 、e"，.:ニ ， -
‘司r

電j

.1 、.

35 36 3i :対 3り -10 -11 -12 -13 44 45 
a、 ι! 

v 守 lザ 可 速 e 主

-IG 
51 .Ji 50 

48 49 • 
、

...J 

切副〆
-、冊、

覇[1 レ3J'~. ' 

HR--〉 i 53 :>4 55 56 61 

-‘，: 

67 

64 65 
ti6 

、
62 63 

長ミ ふぺ
，帳、

同 向... a隆三ー
‘ 

- 64一



2 

.、 司、

... 功、

/‘ ¥予
3 4 

12 

titii 
も必.. 、、包 ~ 

lX 

14 

第 17 図

(鐙回遺跡A地点出土遺物 )

6 
D 7 

. をザ

場 qa • 
~.，; 

年/ー:議
記Y

16 

52iT 
Fiザ

， ，<? 

者

← 65 -

8 9 

， 
‘ ‘ 4 

e @ 

議 11

t...o:急" -ーーー-

.ー・._.一幅司，・A

17 

ー -Ei;R2.ね

15 

F 



5 

第 18 図

(鐙田遺跡A地点出土遺物 )

2 

哩・圃瞳樋幽盛雄語通

7 

fv -I 

4ニキ
え
l
p
ヘ

8 

、v

3 

4 

6 

(塞の神石器 )

10 

.... 

11 

e “ ‘ 電

- 66-



図

(鏡回遺跡B地点出土遺物 )

19 第

5 4 3 

}勘

ワ

島舎一
一一一 一

円

Ul
 

ーー-~

-ー圃--・--.三一ー空豆ag
t=遁::..
電D'"

t、

二ーー二三三、-
二=ごー『ーーご

ー-flr..-y-今マ
'a;，-
司・・圃園田園'
司薗冨

14 13 

吾
、

. .) 

日報
l討

-p
v
 

15 

23 

戸
山

22 ?') 

E ー圃，-:;.1・

ー主2
・園田・

‘訂

_;. ・ゐ，._ームー----"'，

..T 

輸品明司
_.~ 

ー.唱拘，:"V-(

~;:; こ4

-一一ー

3り

・--ーー』ー~萄邑=

- 旬、、 二Rユニ;_-~r・‘

」ーー唱・ -

- ー一ー一ーー・ー-ι

ミ長之Y

- 67-

JF韮在

、圃.胸〆



1 2 3 4 

司噂
i議J

-・田"F

5 6 7 8 9 

首辞
t1叱(，_\.~" 亀議 匂匂語ヲ

:妥当慢

10 12 13 14 
11 

ふ~と.../ ?ふ 建設
-ー-戸=::::-

G鑓託也、4 、ぶ
15 16 18 

、‘、

可 V ト 司倫
叫...説繭e恥

a・-副剛・蜘・、-S 』;ヂ
ー 一/

第 20 図

(鐙回遺跡B地点出土遺物 )
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第 21 図

(鐙因遺跡B地点出土遺物 )
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第 23 図
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(塞の神遺跡出土遺物 )
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第 25 図

(塞の神遺跡出土遺物 )
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